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八
幡
地
域
の
日
向
地
区
に
新
し
く

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
赴
任
し

た
中
島
さ
ん
は
熊
本
県
出
身
。
東

京
で
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
経
て
、

広
告
・
デ
ザ
イ
ン
制
作
会
社
に
勤
務

し
、
映
像
制
作
な
ど
を
手
が
け
て
い

た
ク
リ
エ
イ
タ
ー
で
す
。「
制
作
の
現

場
は
日
々
め
ま
ぐ
る
し
く
、
毎
日
違

う
出
来
事
が
起
き
る
ん
で
す
」
と
話

す
中
島
さ
ん
は
満
面
の
笑
顔
。
変
化

に
富
ん
だ
毎
日
を
楽
し
ん
で
い
た
そ

う
で
す
。

౦
ژ
͔
Β
酒
田
΁
、

Ҡ
ॅ
の
͖
っ
͔
͚

　

東
京
で
の
忙
し
く
も
充
実
し
た

日
々
を
送
る
中
、ふ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
興
味
を
持
ち
障
が
い
者
支
援
施
設

な
ど
に
足
を
運
ぶ
よ
う
に
。

「
と
て
も
良
い
活
動
を
し
て
い
る
の

に
、世
の
中
に
知
ら
れ
て
い
な
い
ん
で

す
。知
っ
て
も
ら
え
た
ら
協
力
し
て
く

れ
る
人
が
増
え
る
の
に
」と
、映
像
や

広
告
の
知
識
を
生
か
し
た
支
援
を
始

め
ま
し
た
。ま
た
社
会
的
な
問
題
を

中島 友彦さん
地域おこし協力隊

Nakashima Tomohiko

΋͘ ͡ ʗ �݄�೔߸



3 酒田市広報ɾ私の街さかたɾ2019.7.1

隊
と
も
協
力
し
て
酒
田
市
を
盛
り
上

げ
た
い
で
す
ね
」

　

酒
田
に
吹
く
新
し
い
風
、
中
島
さ

ん
の
活
動
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

　
長
い
冬
が
去
り
、
新
緑
が
ま
ぶ

し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

時
期
の
鳥
海
山
の
残
雪
風
景
は
す

ば
ら
し
い
も
の
で
す
。
雪
が
筋
状

に
の
こ
り
、
雪
と
黒
い
山
肌
と
が

う
ね
う
ね
と
し
た
縞し

ま

に
な
っ
て
見

え
て
き
ま
す
。

　
鳥
海
山
は
溶
岩
だ
ら
け
で
、
お

菓
子
の
「
モ
ン
ブ
ラ
ン
」
に
似
て

い
る
と
い
う
お
話
を
前
回
し
ま
し

た
。
頭
の
中
に
モ
ン
ブ
ラ
ン
を
思

い
浮
か
べ
て
く
だ
さ
い
。
こ
こ
に

粉
砂
糖
を
ふ
る
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

鳥
海
山
の
残
雪
風
景
は
日
本
一
! ?

粉
砂
糖
で
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
マ
ロ
ン

ペ
ー
ス
ト
が
隠
れ
ま
す
ね
。
こ
の

粉
砂
糖
を
ち
ょ
っ
と
吹
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。
マ
ロ
ン
の
細
い
筋
と

筋
の
間
に
粉
砂
糖
が
残
る
と
思
い

ま
す
。

　
鳥
海
山
は
表
面
が
溶
岩
で
で
こ

ぼ
こ
し
て
い
て
、
モ
ン
ブ
ラ
ン

そ
っ
く
り
で
す
。
冬
に
な
る
と
強

風
の
た
め
に
、
溶
岩
と
溶
岩
の
間

の
谷
に
吹
き
だ
ま
り
が
で
き
ま

す
。
先
ほ
ど
の
実
験
で
粉
砂
糖
を

「
フ
ッ
」と
吹
い
た
の
と
同
じ
で
す
。

　
雪
は
春
に
な
る
と
解
け
だ
し
ま

す
。
残
雪
は
な
か
な
か
解
け
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
に
し
て
溶
岩
の
と

こ
ろ
が
黒
く
、
残
雪
が
白
い
と
い

う
大
変
お
も
し
ろ
い
残
雪
模
様
が

見
え
て
い
る
の
で
す
。

　
鳥
海
山
の
残
雪
風
景
は
日
本

一
！
ぜ
ひ
、
こ
の
光
景
を
改
め
て

味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

▲鳥海山の残雪模様

▲県立酒田光陵高等学校情報科の課題研究で
　映像制作のアドバイスをする中島さん。

問市交流観光課観光戦略係 ☎26‐5759

可
視
化
し
解
決
策
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
で
も
自
分
に

で
き
る
こ
と
が
無
い
か
探
し
て
い
た

中
島
さ
ん
。し
か
し
東
京
で
の
忙
し
い

毎
日
の
中
で
、そ
れ
ら
を
並
行
し
て
行

う
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

や
り
た
い
こ
と
と
自
分
の
生
活
を

両
立
さ
せ
る
方
法
を
探
し
て
い
る
と

き
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
い
う

制
度
を
知
り
「
取
材
で
何
度
も
訪
れ

魅
力
を
感
じ
て
い
た
酒
田
市
で
活
動

し
た
い
」
と
移
住
を
決
め
ま
し
た
。

ࣗ
෼
が
੒
ޭ
ࣄ
ྫ
と
ͳ
っ
て
஍
ํ
に

Ϋ
Ϧ
Τ
Π
λ
ー
を
૿
や
ͤ
た
Β

　

ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
発
信
力
や
、
魅

力
を
引
き
出
す
能
力
は
、
地
方
に
こ

そ
必
要
だ
と
考
え
る
中
島
さ
ん
。「
最

終
的
な
目
標
は
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
地

方
に
出
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
。
ク

リ
エ
イ
タ
ー
が
地
方
へ
飛
び
出
せ
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
だ
け
で
は
な
く
、

日
本
全
体
が
お
も
し
ろ
く
な
る
と
思

う
ん
で
す
」
そ
の
活
動
の
ひ
と
つ
と

し
て
「
東
京
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
酒

田
に
招
き
、
案
内
を
し
な
が
ら
地
方

で
の
活
動
の
お
も
し
ろ
さ
を
伝
え
て

い
ま
す
。
好
評
で
、
す
で
に
予
約
も

入
っ
て
い
ま
す
」
と
手
ご
た
え
も
。

　

赴
任
し
て
約
１
か
月
、
７
月
に
は

無
印
良
品
を
展
開
す
る
㈱
良
品
計
画

と
連
携
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

が
日
向
コ
ミ
セ
ン
に
オ
ー
プ
ン
す
る

予
定
で
す
。「
Ｐ
Ｒ
や
デ
ザ
イ
ン
面

な
ど
協
力
で
き
る
こ
と
を
ど
ん
ど
ん

や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
地
域
を
盛

り
上
げ
る
に
は
周
辺
の
盛
り
上
が
り

も
不
可
欠
。
他
の
地
域
お
こ
し
協
力

日本海と大地がつくる 水と命の循環

鳥海山・飛島ジオパーク 第55回

秋田大学大学院教育学研究科教授
林 信太郎氏



特集 ● そうだ、LCCでどっか行こう！

　
８
月
１
日
㈭
〜
、
庄
内
空
港

－

成
田
国
際
空
港
間
に
Ｌ
Ｃ
Ｃ※

と

し
て
国
内
最
大
級
の
シ
ェ
ア
を
誇

る
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン

㈱
が
新
路
線
を
開
設
し
ま
す
。
今

話
題
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
に
つ
い
て
、も
し
ぇ

の
ん
・
あ
の
の
ん
と
一
緒
に
学
ん

で
み
ま
し
ょ
う
。

※LCC／ローコストキャリア(Low Cost Carrier)の略称。経費を安く抑え、低価格で
運航サービスを提供する航空会社を指す

　
Ｌ
Ｃ
Ｃ
は
、
基
本
運
賃
を
抑
え
る
た

め
、
個
人
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約

を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

◆
利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
旅
行
代
理

店
で
予
約
の
取
り
扱
い
が
で
き
る
よ
う
に
現
在

調
整
し
て
い
ま
す
。
今
後
可
能
に
な
っ
た
ら
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◆運賃に加え、別途、支払手数料として1人1予約区間当たり
600円（クレジットカードの場合）、国内線旅客サービス施設
使用料として、380円がかかります。※

問市企画調整課企画調整係 ☎26-5704

そうだ、
ＬＣＣでどっか行こう

!

どんな路線だのん？

LCCをみんなに

紹介するのん！

なんでそんなに
お得だのん？

庄内空港と成田空港間を
一日一往復するのん。

意外と簡単だのん。
オプション付けてもこの値段、
やっぱりお得だのん！

あののんの予約内容（片道）

計7,060円～

【必ずかかる料金】
・運賃4,490円～
・支払手数料600円（クレジットカード）
・国内線旅客サービス施設使用料380円（成田国際空港）　
【オプション】
・受託手荷物（機内預け）15㌔㌘まで 1,100円
・座席指定料金（スタンダード・通常期） 490円　　

https://www.jetstar.
com/jp/ja/home

▲ジェットスター・ジャパン
　ホームページ

※詳細は以下のＱＲコードまたは
　ホームページでご確認ください。

機内食や手荷物預かりな
どのサービスを別料金にし
て、運賃を抑えるために工
夫しているからだのん！

お得って聞くと、
安全か不安に
なるのん・・・

お得で安全なら
乗ってみたいのん！

じゃあ、
予約してみるのん！

もちろん国土交通省の厳しい
基準をクリアして運航してい
るので安全安心だのん！

今
回
、
新
た
に
就
航
す
る
の
は

こ
ん
な
路
線

―庄内―成田便が新規就航します―

さ
ぁ
、

予
約
し
て
み
よ
う

1
ポイント

お得って言うけど、いく
らで東京（成田）までい
けるのん？

片道運賃4,490円～※だのん。
セール期間中はもっとお得に
なるかもだのん！

コンビニでも
予約できるんだのん！※

●

●
東京

（成田）

国土交通省

庄内

◆8/1～市内－庄内空港の連絡バスが運行されます。

毎日
運航

便名 庄内 東京（成田）

14:50 15:55GK776

便名 東京（成田） 庄内

13:00 14:05GK777

別料金

OK

特集

2
ポイント

基準

4
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特集 ● そうだ、LCCでどっか行こう！

六 角 灯 台 の 元 で と も に 育 つ

　
羽
田
に
比
べ
、
都
心
か

ら
遠
い
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る

成
田
空
港
で
す
が
、
実
は

便
利
！
東
京
都
心
部
に
は
、

最
短
36
分
。
第
３
タ
ー
ミ

ナ
ル
か
ら
も
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
で
あ
れ
ば
、
約
１
時
間

で
東
京
駅
ま
で
行
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
国
内
へ
の
乗
り
継
ぎ
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
最
大
の
国

際
空
港
で
あ
る
成
田
か
ら
は
、
世
界
へ
の
ア
ク
セ
ス
も

良
好
で
す
！

札
幌
、
小
松
、
名
古
屋
、
大
阪
（
伊
丹
、
関
西
）、広

島
、
高
松
、
福
岡
、
大
分
、
熊
本
、
那
覇

◎
そ
の
日
の
う
ち
に
乗
継
で
行
け
る
国
内
空
港

ボ
ス
ト
ン
、
ホ
ノ
ル
ル
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
、
北
京
、
上
海
、

香
港
、
台
北
、
ソ
ウ
ル
、
釜
山
、
バ
ン
コ
ク
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
マ
ニ
ラ
、

ド
バ
イ
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
、
ケ
ア
ン
ズ
、
メ
ル
ボ
ル
ン
、

ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
、
シ
ド
ニ
ー
、
グ
ア
ム
、
カ
イ
ロ
な

ど
42
空
港

◎
そ
の
日
の
う
ち
に
（
宿
泊
な
し
で
）
乗
継
で
行

け
る
国
外
の
空
港※

※

成
田
到
着
後
、
国
内
空
港
は
50
分
後
、
国
外
空
港
は
２
時
間
後
以

降
に
出
発
す
る
便
が
あ
る
空
港
（
６
月
運
航
ダ
イ
ヤ
時
点
）

 

８
月
１
日
よ
り
新
た

に
就
航
す
る
庄
内―

成
田
便
。
皆
さ
ん
は
、

も
う
予
約
さ
れ
ま
し
た

か
。
私
は
も
ち
ろ
ん
、

予
約
開
始
日
に
す
ぐ
予

約
し
ま
し
た
。
だ
っ
て
、

羽
田
空
港
に
加
え
、
日

本
最
大
の
国
際
空
港
で

あ
る
成
田
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
で
き
る
な
ん

て
、
ド
キ
ド
キ
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
日
本
国
内

は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
と
繋
が
り
や
す
く
な
っ
た
こ
と
で
、
酒

田
市
は
「
産
業
交
流
都
市
」
と
し
て
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
と

げ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
乗
っ
て
遊
び
に
来
て
く
れ
た
方
に
は
「
酒
田
フ
ァ
ン
」
に

な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
み
ん

な
で
お
も
て
な
し
を
し
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
こ
の
夏
は
Ｌ
Ｃ
Ｃ

で
ど
っ
か
行
こ
う
！

酒
田
市
長

　丸  

山

　

  

至

　7月31日㈬まで新規路線を往復で予約した市民が対象で、成
田国際空港の空港コード「NRT」にちなみ、N…日本酒、R…ラ
ーメン、T…つや姫の酒田のお土産セットを抽選で10人にプレゼ
ントします。
◆申し込み方法など詳しくは、本紙8月1日号でお知らせします。▲市役所正面玄関に設置されたカウントダウンボード

▲ジェットスター・ジャパン㈱片岡優社長と丸山市長

池袋

上野

品川

渋谷

新宿 東京

成田

日暮里

東京・
銀座

73分

36分 3分

60分1,000円～

50分
JR成田
エクスプレス

JR成田
エクスプレス

京成スカイ
ライナー

バス

空
港
第
２
ビ
ル
駅

無料連絡バス
徒歩の場合5分 第

３
タ
ー
ミ
ナ
ル

（
第
２
タ
ー
ミ
ナ
ル
地
下
１
階
）

　名前に「酒」の入る自治体（全国で2つだけ）と
して、近年本市と交流を深めている町。「本佐倉
城跡（国指定史跡）」や「飯沼本家・曲がり家」、大
規模なアウトレットモールなど見どころがいっぱい。

千葉県酒々井町 意外と便利
なんだのん！

庄内－成田便 就航開始
カウントダウンキャンペーン

成
田
空
港
っ
て
、

都
心
に
行
く
に
も
結
構
便
利
！

成
田
空
港
周
辺
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
も
注
目
！

銀
色
の
翼
で
、飛
び
出
そ
う

―

祝 

庄
内―
成
田
便 

就
航
！―

成
田
か
ら
全
国
へ
、

そ
し
て
世
界
へ
Ｇ
Ｏ
！

ゴ
　   

ー

　1,080年の歴史を持ち、年間1,000万人を超え
る全国有数の寺院。成田駅前から約800㍍続く
表参道沿いには名物のうなぎ料理をはじめとし
た飲食店や土産店が並びます。

成田山新勝寺

実施中

ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
運
航
中
！

第3ターミナル
から直行

ピーク時は
10分に1本運行

3
ポイント

5
ポイント

4
ポイント

2,470円

3,020円

し す い
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特集 ● そうだ、LCCでどっか行こう！

六 角 灯 台 の 元 で と も に 育 つ
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３
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あ
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世
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西
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岡
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◎
そ
の
日
の
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ボ
ス
ト
ン
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ル
ル
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ニ
ュ
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ー
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サ
ン
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ク
ー
ツ
ク
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
、
北
京
、
上
海
、

香
港
、
台
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、
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ボ
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、
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ア
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２
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こ
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Ｃ
Ｃ
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！
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至

　7月31日㈬まで新規路線を往復で予約した市民が対象で、成
田国際空港の空港コード「NRT」にちなみ、N…日本酒、R…ラ
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◆申し込み方法など詳しくは、本紙8月1日号でお知らせします。▲市役所正面玄関に設置されたカウントダウンボード
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新宿 東京
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日暮里
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銀座

73分

36分 3分

60分1,000円～

50分
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エクスプレス

JR成田
エクスプレス

京成スカイ
ライナー

バス

空
港
第
２
ビ
ル
駅

無料連絡バス
徒歩の場合5分 第

３
タ
ー
ミ
ナ
ル

（
第
２
タ
ー
ミ
ナ
ル
地
下
１
階
）

　名前に「酒」の入る自治体（全国で2つだけ）と
して、近年本市と交流を深めている町。「本佐倉
城跡（国指定史跡）」や「飯沼本家・曲がり家」、大
規模なアウトレットモールなど見どころがいっぱい。

千葉県酒々井町 意外と便利
なんだのん！

庄内－成田便 就航開始
カウントダウンキャンペーン

成
田
空
港
っ
て
、

都
心
に
行
く
に
も
結
構
便
利
！

成
田
空
港
周
辺
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
も
注
目
！

銀
色
の
翼
で
、飛
び
出
そ
う

―

祝 

庄
内―

成
田
便 

就
航
！―

成
田
か
ら
全
国
へ
、

そ
し
て
世
界
へ
Ｇ
Ｏ
！

ゴ
　   

ー

　1,080年の歴史を持ち、年間1,000万人を超え
る全国有数の寺院。成田駅前から約800㍍続く
表参道沿いには名物のうなぎ料理をはじめとし
た飲食店や土産店が並びます。

成田山新勝寺

実施中

ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
運
航
中
！

第3ターミナル
から直行

ピーク時は
10分に1本運行
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5
ポイント
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2,470円
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Pickup ੓ϐοΫΞοϓࢢ

˔
ࣈ
が
ॻ
け
な
い
方
の
投
ථ

　

体
が
不
自
由
な
ど
の
理
由
で
字
を
書

く
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
投
票
所
で
係

員
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
２
人
の
補

助
員
が
付
き
添
い
、
代
筆
し
ま
す
。

◆
家
族
や
付
添
人
、
後
見
人
の
方
が
本

人
に
代
わ
っ
て
記
入
・
投
票
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

˔
ೖ
Ӄ
、
ೖ
ॴ
中
の
方
の
ෆ
在
ऀ
投
ථ

　

病
気
や
け
が
、
妊
娠
、
体
が
不
自
由

な
ど
の
理
由
で
歩
く
こ
と
が
困
難
な
方

は
、入
院・入
所
中
の
病
院
や
老
人
ホ
ー

ム
（
指
定
施
設
の
み
）
で
不
在
者
投
票

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
各
施
設
に

早
め
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

市
内
の
ࢦ
ఆ
ࢪ
ઃ
／
日
本
海
総
合
病
院
、

日
本
海
酒
田
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

院
、
本
間
病
院
、
山
容
病
院
、
酒
田
東

病
院
、芙
蓉
荘
、サ
ン・シ
テ
ィ
、サ
ン・

シ
テ
ィ
Ⅱ
、
サ
ン
ハ
イ
ツ
酒
田
、
ラ
イ

フ
ケ
ア
黒
森
、
小
規
模
特
養
ラ
イ
フ
ケ

ア
黒
森
、
か
た
ば
み
荘
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス

ふ
る
さ
と
、
幸
楽
荘
、
さ
く
ら
ホ
ー
ム
、

寿
康
園
、
シ
ェ
・
モ
ワ
、
明
日
葉
、
う

ら
ら
、
徳
田
山
、
さ
く
ら
ホ
ー
ム
広
野
、

ひ
だ
ま
り
、
か
た
ば
み
の
家

˔
༣
ศ
な
ど
に
Α
る
ෆ
在
ऀ
投
ථ

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
は
、

障
が
い
の
程
度
（
左
表
参
照
）
に
よ
っ

て
、
在
宅
で
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
事
前
に「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
、
７
月
17
日
㈬
ま
で
に

ظ
೔
લ
౤
ථ

　

お
住
ま
い
の
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
、

ど
こ
の
期
日
前
投
票
所
で
も
投
票
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
飛
島
地
区
在
住
の
方

は
７
月
18
日
㈭
ま
で
の
受
け
付
け
で
す
。

こ
Μ
ͳ
と
͖
ど
う
す
れ
͹
い
い
の
？

˔
̐
月
̐
日
Ҏ
߱
に
住
ॴ
を
ҟ
ಈ
し
た

৔
߹
の
投
ථ

市
内
で
స
ډ
し
た
方
／
投
票
所
入
場
整

理
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で
投

票
で
き
ま
す

ଞ
市
ொ
ଜ
か
ら
本
市
へ
స
ೖ
し
た
方
／

前
住
所
地
で
投
票
で
き
ま
す

˔
ग़
ு
な
ど
଺
在
ઌ
で
の
ෆ
在
ऀ
投
ථ

　

滞
在
地
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員

会
で
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
用
紙
の
請
求
、
交
付
な
ど
す
べ
て

郵
送
と
な
り
ま
す
の
で
早
め
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※飛島地区の方は18日㈭まで

期日前投票所 開設日時
酒田市役所
7階703会議室

7月5日㈮～
  　20日㈯※

午前8時30分
　～午後8時

観音寺コミセン
第1･第2会議室

7月10日㈬～
　  20日㈯※

松山農村環境改善
センター研修室
平田総合支所
3階302号室
東北公益文科大学
公益ギャラリー

7月17日㈬～
　　 18日㈭

午前10時
  ～午後7時

౤
ථ
ॴ
ೖ
৔
੔
ཧ
݊
の
༣
ૹ
は

̓
݄
４
೔
Ỗ
̑
೔

　

入
場
整
理
券
は
、
世
帯
主
宛
て
に
郵

送
し
ま
す
。
圧
着
式
の
は
が
き
１
枚
に

家
族
６
人
分
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
表
、
裏
の
順
で
開
き
、
自
分
の
分

を
切
り
離
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
入
場
整
理
券
が
な
く
て
も
、
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
あ
れ
ば

投
票
で
き
ま
す
。
投
票
日
ま
で
に
入
場

整
理
券
が
届
か
な
い
と
き
や
紛
失
し
た

と
き
は
、
投
票
所
で
係
員
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

選
ڍ
ެ
ใ
は
̓
݄
̕
೔
͝
Ζ
͔
Β

֤
Ո
ఉ
に
഑
෍
し
ま
す

　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
で
音
訳
テ
ー

プ
が
必
要
な
方
は
市
選
挙
管
理
委
員
会

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
（
本
紙
の
音

訳
テ
ー
プ
ま
た
は
Ｃ
Ｄ
が
送
付
さ
れ
て

い
る
方
は
連
絡
不
要
）。

◆
視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
に
こ
の
制
度

に
つ
い
て
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

投
ථ
日
時
／
７
月
21
日
㈰
午
前
７
時
〜

午
後
８
時
（
日
向
コ
ミ
セ
ン
、
升
田
公

民
館
、
大
沢
コ
ミ
セ
ン
、
曙
自
治
会
館
、

南
部
コ
ミ
セ
ン
、
田
沢
コ
ミ
セ
ン
は
午

後
７
時
ま
で
。
飛
島
地
区
は
19
日
㈮
午

前
７
時
〜
午
後
４
時
）

投
ථ
ॴ
／
投
票
所
入
場
整
理
券
に
記
載

さ
れ
て
い
る
投
票
所

◆
投
票
所
が
変
更
さ
れ
た
地
区
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
入
場
整
理
券
に
記
載

の
投
票
所
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
変

更
に
な
っ
た
地
区
に
は
選
挙
公
報
に
場

所
図
の
チ
ラ
シ
を
折
り
込
み
ま
す
。

ຊ
市
で
౤
ථ
で
͖
る
ํ

年
ྸ
／
平
成
13
年
７
月
22
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

住
ॴ
／
４
月
３
日
ま
で
に
本
市
で
住
民

票
が
作
成
さ
れ
た
方

　

本
ه
ࣄ
は
、
̒
月
24
日
時
఺
で

૝
ఆ
さ
れ
る
投
ථ
日
を
ج
に
作
੒

し
て
い
ま
す
。
投
ථ
日
が
ม
ߋ
と

な
っ
た
৔
߹
、
内
༰
が
ม
ߋ
と
な

り
ま
す
。
投
ථ
日
は
本
ࢴ
̓
月
16

日
߸
で
վ
め
て
お
஌
ら
ͤ
し
ま
す
。

ୈ
25
回
ࢀ
ٞ
Ӄ
ٞ
һ
௨
ৗ
選
ڍ
が
行
わ
れ
ま
す

⹂
市
選
ڍ
؅
ཧ
ҕ
һ
ձ
ࣄ
຿
 ہ

ὸ
̎
̒
ổ
̑
̓
̒
̑
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੓ϐοΫΞοϓࢢ

ڞ
௨

අ
用
／
１
万
円
（
受
験
料
）

ग़
ئ
ख
ଓ
き
／
推
薦
入
試
は
９
月
24
日

㈫
〜
27
日
㈮
（
必
着
）、
一
般
入
試
は

12
月
24
日
㈫
〜
令
和
２
年
１
月
10
日
㈮

（
必
着
）
の
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
に
、
入
学
願
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
〒
９
９
８
‐
０
０
４
４ 

酒
田
市
中
町
三
丁
目
７
‐
16
、
市
立
酒

田
看
護
専
門
学
校
に
郵
送
ま
た
は
持
参

◆
入
学
願
書
は
同
校
に
あ
り
ま
す
。

◆
受
験
料
は
、
出
願
時
に
市
指
定
金
融

機
関
に
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

Φ
ー
ϓ
ン
Ω
Ỿ
ン
ύ
ε
ࢀ
Ճ
ऀ
ื
ू

ظ
日
／
７
月
23
日
㈫
、
30
日
㈫
、
８
月

６
日
㈫
、
９
日
㈮
▼
時
間
／
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
▼
৔
ॴ
／
同
校
▼
ର

৅
／
高
校
生
以
上
で
同
校
に
入
学
を
希

望
す
る
方
と
保
護
者
▼
内
༰
／
学
校
の

教
育
内
容
説
明
、
校
舎
案
内
な
ど
▼
ఆ

һ
／
各
日
先
着
30
人
▼
ਃ
し
ࠐ
み
／
開

催
日
前
日
ま
で
同
校
へ 

☎
２
４
‐
２
２

６
０

ਪ
ન
ೖ
ࢼ

ड
ݧ
ࢿ
֨
／
次
の
全
て
を
満
た
す
方

・
本
市
、
遊
佐
町
、
庄
内
町
に
あ
る
全

日
制
の
高
等
学
校
を
令
和
２
年
３
月
に

卒
業
見
込
み
の
方

・
学
習
成
績
評
定
３
・
８
以
上
で
高
等

学
校
長
が
責
任
を
持
っ
て
推
薦
で
き
る
方

・
合
格
し
た
場
合
は
必
ず
同
校
に
入
学

で
き
る
方

ื
ू
人
һ
／
10
人
程
度

ظ
日
ɾ
৔
ॴ
／
10
月
15
日
㈫
・
同
校

選
ൈ
方
๏
／
調
査
書
、
推
薦
書
、
小
論

文
、
面
接

Ұ
ൠ
ೖ
ࢼ

ड
ݧ
ࢿ
֨
／
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方

ま
た
は
令
和
２
年
３
月
卒
業
見
込
み
の

方
、
高
等
学
校
卒
業
と
同
等
の
学
力
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

ื
ू
人
һ
／
20
人
程
度

ظ
日
ɾ
৔
ॴ
／
ừ
̍
࣍
Ử
令
和
２
年
１

月
24
日
㈮
・
同
校
ừ
̎
࣍
Ử
令
和
２
年

２
月
７
日
㈮
・
同
校

選
ൈ
方
๏
／
ừ
̍
࣍
Ử
学
科
試
験
（
古

文
、
漢
文
を
除
く
国
語
、
数
学
Ⅰ
、
英

語
Ⅰ
・
Ⅱ
）、
小
論
文
ừ
̎
࣍
Ử
面
接

投
票
用
紙
の
請
求
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
早
め
に
市
選
挙
管
理
委
員
会

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ఆ
ظ
ધ
の
ӡ
ߤ
࣌
ࠁ
が
ม
わ
Γ
ま
す

　

７
月
19
日
㈮
は
飛
島
地
区
の
投
票
箱

搬
送
の
た
め
、
定
期
船
「
と
び
し
ま
」

の
飛
島
発
時
刻
が
午
後
４
時
30
分
（
酒

田
着
午
後
５
時
45
分
）
に
変
わ
り
ま
す
。

⹂
市
ఆ
ظ
ߤ
࿏
ࣄ
ۀ
ॴ 

ὸ
̎
̎
ổ
̏
̕

̍
̍

։
ථ

日
時
／
７
月
21
日
㈰
午
後
９
時
〜

৔
ॴ
／
市
国
体
記
念
体
育
館

◆
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
開
票
状
況
を

掲
載
し
ま
す
。

在宅での郵便等投票の対象者

身体障害者手帳
に記載

両下肢、体幹、移動機能の障がいが１級または
２級

①心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸
の障がいが１級または３級
免疫、肝臓の障がいが１級から３級

戦傷病者手帳に
記載

両下肢、体幹の障がいが特別項症から第2項症
②心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、

肝臓の障がいが特別項症から第3項症
県知事が書面で
証明

障がいの程度が上記①、または②の障がいの程度
に該当

介護保険被保険
者証に記載 要介護５

市
ཱ
酒
田
؃
ޢ
ઐ
໳
ֶ
校
ೖ
ֶ
ࢼ
ݧ

（
ྩ
࿨
̎
年
౓
ೖ
ֶ
）

⹂
市
ཱ
酒
田
؃
ޢ
ઐ
໳
ֶ
 ߍ

ὸ
̎
̐
ổ
̎
̎
̒
̌

災害廃棄物の処理に関する測定結果について　　問市環境衛生課管理係 ☎31‐0933
　市では、平成24年12月28日をもって災害廃棄物の受け入れを終了しま
したが、酒田地区広域行政組合最終処分場（埋立地）および周辺地域にお
ける放射線量などの測定を継続し、安全性を確認しています。測定結果
は下表の通りです。この結果は、市ホームページでも公表しています。

1．最終処分場における測定結果
⑴地下水、放流水の放射性物質濃度 単位：ベクレル／リットル

2．最終処分場周辺地域における測定結果
空間放射線量率 単位：マイクロシーベルト／時間

月日 試料名 セシウム134 セシウム137 合計 基準値※1

6／17

地下水上流 不検出 不検出 不検出
（セシウム134濃度÷60）
＋（セシウム137濃度÷90）≦1地下水下流 不検出 不検出 不検出

放流水 不検出 不検出 不検出

⑵空間放射線量率 単位：マイクロシーベルト／時間

測定地点（高さ1㍍） 5／24 6／5 6／19 基準値※1

大平公会堂 0.05 0.05 0.06 0.19以下

※1 基準値／「災害廃棄物
等の山形県内への受け入れ
に関する基本的な考え方」
に示されている値
※2 バックグラウンド／自
然放射線量を示し、敷地内
で災害廃棄物の影響を受け
ない十分に離れた地点

測定地点（高さ1㍍） 5／28 6／3 6／10 6／17 基準値※1

敷地境界（4地点） 0.04～
0.05

0.04～
0.05

0.04～
0.05 0.05

0.19以下
バックグラウンド※2 0.05 0.05 0.05 0.04
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ւ
ਫ
ཋ
৔
Φ
ー
ϓ
ン

時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

⹂
市
ަ
流
؍
ޫ
՝
؍
ޫ
ઓ
ུ
 ܎

ὸ
̎

̒
ổ
̑
̓
̑
̕

ࠃ
ަ
ল
ۀ
຿
ఖ
ủ
Έ
ͣ
΄
Ứ
に
Α
る

酒
田
ߓ
Ϋ
ϧ
ー
δ
ン
ά

日
時
／
７
月
28
日
㈰
（
荒
天
時
中
止
）

ू
߹
৔
ॴ
／
酒
田
海
洋
セ
ン
タ
ー
西
側

特
設
テ
ン
ト
前

ର
৅
／
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護

者
同
伴
必
須
）

ఆ
һ
／
各
便
12
人
（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

内
༰
／
海
上
か
ら
の
酒
田
港
内
見
学
、

陸
上
か
ら
の
波
消
し
ブ
ロ
ッ
ク
見
学

අ
用
／
無
料

ਃ
し
ࠐ
み
／
７
月
12
日
㈮
（
必
着
）
ま

で
希
望
便
名
（
第
３
希
望
ま
で
）、
参

加
者
全
員
（
１
組
３
人
ま
で
）
の
氏
名
、

性
別
、
年
齢
、
代
表
者
の
住
所
、
電

話
番
号
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
番
号
を
記

載
し
、
〒
９
９
８
‐０
０
６
１ 

酒
田
市

光
ケ
丘
五
丁
目
20
‐
17
、
国
土
交
通
省

酒
田
港
湾
事
務
所
へ
往
復
は
が
き
ま

た
は 

FAX
３
５
‐
２
１
４
１
、
*pa.thr-i-

sakata@
m
lit.go.jp

⹂
ಉ
ࣄ
຿
ॴ 

ὸ
̏
̏
ổ
̒
̏
̍
̐

ਗ਼
૟
ڠ
ྗ
ۚ

（
ற
ं
ྉ
ۚ
。

ᶃ
ᶄ
の
Έ
）

ී
通
ं
̓
̌
̌
ԁ
、
Ϛ

イ
Ϋ
ϩ
ό
ス
（
11
人
Ҏ

上
）
̍
ઍ
̎
̌
̌
ԁ
、

大
ܕ
ं
̍
ઍ
̐
̌
̌

ԁ
、
Φ
ồ
ト
ό
イ
̏
̌

̌
ԁ

ς
ン
τ
ઃ
ஔ
ྉ

（
ᶃ
ᶄ
の
Έ
）

খ
̑
̌
̌
ԁ
、
大
̍
ઍ

ԁ

৔ɹ

ॴ

Φ
ー
ϓ
ン
ظ
ؒ

ᶃ
ٶ
海
海
ਫ
ཋ
৔
̓
月
14
日
 
Ỗ

　
　
　

̔
月
15
日
 

ᶄ
඿
中
あ
さ
り

　

海
ਫ
ཋ
৔

̓
月
20
日
​
Ỗ

　
　
　

̔
月
17
日
​

ᶅ
ඈ
ౡ
海
ਫ
ཋ
৔
̓
月
13
日
​
Ỗ

　
　
　

̔
月
18
日
 

販
売
な
ど

◆
内
容
は
予
告

な
く
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま

す
。

⹂
市
঎
޻
港
࿷

՝
港
࿷
ৼ
ڵ
 ܎

ὸ
̎
̒
ổ
̑
̓

̑
̔

Χ
Ϡ
ỽ
Ϋ
π
ー
Ϧ
ン
ά

日
時
／
７
月
28
日
㈰
午
前
７
時
集
合

৔
ॴ
／
酒
田
港
本
港
地
区

ର
৅
／
ど
な
た
で
も
（
ビ
ギ
ナ
ー
コ
ー

ス
に
限
り
初
心
者
参
加
可
）

ఆ
һ
／
先
着
40
人

内
༰
／
酒
田
港
、
新
井
田
川
を
カ
ヤ
ッ

ク
で
ツ
ー
リ
ン
グ
。
16
㌔
㍍
１
周
コ
ー

ス
と
ビ
ギ
ナ
ー

コ
ー
ス
あ
り

අ
用
／
３
千
円

ਃ
し
ࠐ
み
／
７

月
25
日
㈭
ま
で

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元

気
王
国
へ 

☎

２
６
‐
０
４
７

０

̎
̌
１
̕
Έ
ͳ
と
Φ
ア
γ
ε
ま
ͭ
Γ

　

北
前
船
の
時
代
に
酒
田
港
の
風
待
ち

港
と
し
て
も
活
用
さ
れ
、
最
近
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ブ
ラ
タ
モ
リ
で
紹
介
さ
れ
る
な
ど
注

目
さ
れ
て
い
る
飛
島
。
今
年
の
み
な

と
オ
ア
シ
ス
ま
つ
り
は
「
不
思
議
ア
イ

ラ
ン
ド
飛
島
の
風
を
感
じ
よ
う
！
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
７
月
28
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

৔
ॴ
／
酒
田
港
本
港
地
区
（
酒
田
海
洋

セ
ン
タ
ー
周
辺
）

内
༰
／
ừ
ֶ
ぶ
Ử
飛
島
の
不
思
議
体
験

ブ
ー
ス
、
働
く
船
の
一
般
公
開
、
酒

田
海
上
保
安
部
展
示
な
ど 

ừ
৯
΂
る
Ử

酒
田
版S

シ
ー

ea

級
グ
ル
メ
（
飛
島
グ
ル
メ
、

浜
焼
き
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
各
種
ド
リ

ン
ク
な
ど
） ừ
༡
ぶ
Ử
海
の
生
き
物
タ
ッ

チ
プ
ー
ル
、
魚
型
丸
太
釣
り
競
争
、
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
ス
ク
ー
ル
、
み
な
と
ク

イ
ズ
、
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
な
ど ừ
ݟ
る
Ử

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
大
会
「
ず
い
け
ん

カ
ッ
プ
」、
み
な
と
ダ
ン
ス
、
ミ
ス
ポ
ー

ト
酒
田
２
０
１
９
発
表
、
も
し
ぇ
あ
の

音
頭
な
ど 

ừ
ങ
う
Ử
飛
島
特
産
品
、
地

元
農
産
品
、
国
際
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
試
食

Ն
ͩ
！
ւ
ͩ
！
Έ
ͳ
と
΁
行
こ
う
！

便名 時間

1便 午前8時55分～10時05分

2便 午前9時15分～10時25分

3便 午前10時25分～11時35分

4便 午前10時45分～11時55分

5便 午後1時～2時10分

6便 午後1時20分～2時30分
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ア
ー
ς
ỹ
ε
τ
τ
ー
Ϋ

日
時
／
７
月
21
日
㈰
午
前
11
時
〜
、
９

月
１
日
㈰
午
後
２
時
30
分
〜
▼
৔
ॴ
／

展
示
室
内
▼
අ
用
／
無
料
（
要
観
覧
券

ま
た
は
会
員
券
）

ϫ
ー
Ϋ
γ
ἀ
ỽ
ϓ

৔
ॴ
／
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▼
ର
৅
／
小

学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
必

須
）
▼
ఆ
һ
／
各
回
20
人

˔
ಈ
く
人
ܗ
を
作
ろ
う

日
時
／
７
月
21
日
㈰
午
後
２
時
〜
3
時

30
分
▼
内
༰
／
ひ
も
を
引
く
と
動
く
人

形
の
制
作
▼
ߨ
ࢣ
／
か
ら
く
り
玩
具
作

家 

高
橋
み
の
る
氏
▼
අ
用
／
８
０
０

円
（
材
料
費
込
み
）
▼
ਃ
し
ࠐ
み
／
７

月
７
日
㈰
午
前
９
時
〜
同
館
へ

˔
ϖ
ッ
ト
Ϙ
ト
ϧ
で
ࠛ
஬
を
作
ろ
う

日
時
／
８
月
10
日
㈯
午
前
10
時
〜
、
午

後
２
時
〜
▼
内
༰
／
ハ
サ
ミ
と
粘
着

テ
ー
プ
を
使
っ
て
チ
ョ
ウ
、
カ
ブ
ト
ム

シ
、
カ
マ
キ
リ
の
ど
れ
か
を
制
作
▼
ߨ

ࢣ
／
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト 

本
間
ま
す
み
氏
▼
අ
用
／
５
０
０
円
▼

ਃ
し
ࠐ
み
／
７
月
13
日
㈯
午
前
９
時
〜

同
館
へ

　

消
費
税
の
増
税
が
消
費
に
与
え
る
影

響
を
緩
和
す
る
こ
と
を
目
的
に
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

ର
৅
／

・
住
民
税
非
課
税
の
方
（
住
民
税
課
税

者
と
生
計
が
同
一
の
配
偶
者
・
扶
養
親

族
、
生
活
保
護
受
給
者
、
青
色
事
業
専

従
者
・
白
色
事
業
専
従
者
な
ど
は
除
く
）

・
子
育
て
世
帯
（
３
歳
未
満
の
子
が
い

る
世
帯
）

内
༰
／
２
万
５
千
円
分
の
商
品
券
を
２

万
円
で
購
入
で
き
る
（
５
回
ま
で
の
分

割
購
入
も
可
能
）

ߪ
ೖ
方
๏
／
ừ
住
ຽ
੫
ඇ
՝
੫
の
方
Ử

対
象
と
見
込
ま
れ
る
方
に
商
品
券
購
入

引
換
券
交
付
申
請
書
を
７
月
中
旬
よ
り

順
次
送
付
し
ま
す 

ừ
子
ҭ
て
ੈ
ଳ
Ử
世

帯
主
の
方
に
商
品
券
購
入
引
換
券
を
９

月
よ
り
順
次
送
付
し
ま
す

ࣄ
ۀ
Ճ
ໍ
ళ
ื
ू

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
使
用
で
き

る
店
舗
を
募
集
し
ま
す
。

ื
ू
ൣ
ғ
／
市
内
に
店
舗
を
有
す
る
事

業
者
▼
ਃ
し
ࠐ
み
／
７
月
31
日
㈬
ま
で

酒
田
商
工
会
議
所
経
営
相
談
課
へ 

☎

２
２
‐９
３
１
１

　

東
日
本
随
一
の
打
ち
上
げ
展
開
幅
２

㌔
㍍
の
超
ワ
イ
ド
ス
タ
ー
マ
イ
ン
を
始

め
と
す
る
、
打
ち
上
げ
総
数
１
万
２
千

発
の
花
火
シ
ョ
ー
を
堪
能
し
て
く
だ
さ

い
。

日
時
／
８
月
３
日
㈯
午
後
７
時
30
分
〜

৔
ॴ
／
最
上
川
河
川
公
園

◆
特
別
観
覧
席
は

各
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
チ

ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
楽

天
チ
ケ
ッ
ト
、

イ
ー
プ
ラ
ス
で
販

売
中
。

◆
詳
し
く
は
「
酒

田
さ
ん
ぽ
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

˔
ఱ
ۭ
か
ら
の
ϝ
ッ
η
ồ
δ
花
Ր
ื
ू

　

あ
な
た
の
大
切
な
方
へ
花
火
を
打
ち

上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
間
／
同
日
午
後
８
時
ご
ろ
▼
ఆ
һ
／

先
着
５
人
▼
内
༰
／
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添

え
て
８
号
玉
１
発
〜
２
発
の
打
ち
上
げ

▼
ϝ
ッ
η
ồ
δ
จ
ࣈ
਺
／
１
発
30
文
字

以
内
、
２
発
50
文
字
以
内
▼
අ
用
／
１

発
３
万
円
、
２
発
５
万
円
▼
ਃ
し
ࠐ
み

／
７
月
16
日
㈫
ま
で
同
協
会
へ 

☎
２

４
‐
２
２
３
３

྘
஍
ల
๬
୆
౮
୆
ࢿ
ྉ
ల
ࣔ

ظ
日
／
７
月
13
日
㈯
〜
21
日
㈰

৔
ॴ
／
酒
田
北
港
緑
地
展
望
台

内
༰
／
全
国
の
著
名
な
灯
台
の
写
真
や

灯
台
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
展
示
、
海

上
保
安
業
務
説
明
パ
ネ
ル
な
ど
の
展
示

අ
用
／
無
料

ਃ
し
ࠐ
み
／
当
日
会
場
へ

◆
展
望
台
よ
り
上
の
区
域
に
は
立
ち
入

り
で
き
ま
せ
ん
。

⹂
酒
田
海
上
อ
҆
෦ 

ὸ
̎
̐
ổ
̌
̌
̑
̑

ࢁ
も
ָ
し
Ή
！  

দ
ࢁ
ε
Ω
ー
৔

ਓ
工
ή
レ
ン
σ
Φ
ー
ϓ
ン

ظ
間
／
７
月
13
日
㈯
〜
11
月
24
日
㈰

時
間
／
ừ
ۚ
༵
日
Ử
午
後
６
時
〜
９

時
ừ
౔
༵
日
Ử
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
、

午
後
６
時
〜
９
時
ừ
日
༵
日
ɾ
ॕ
日
Ử

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

使
用
ྉ
ۚ
／
大
人
２
千
円
、
中
学
生
以

下
１
千
円
、
大
人
シ
ー
ズ
ン
回
数
券
２

万
円
（
11
枚
）

◆
オ
ー
プ
ン
初
日
は
無
料
開
放
し
ま
す
。

◆
専
用
の
ス
キ
ー
板
の
レ
ン
タ
ル
料
金

は
別
途
１
日
２
千
円
。

⹂
Ｎ
̥
̤
๏
人
ま
ち
ͮ
く
り net 

দ

 ࢁ

ὸ
̒
̎
ổ
̎
̏
̏
̐

Ն
の
酒
田
の
෩
෺
ࢻ

酒
田
Ֆ
Ր
γ
ἀ
ー
̎
̌
１
̕

⹂ （
Ұ
ࣾ
）酒
田
؍
ޫ
物
࢈
ڠ
ձ

　

ὸ
̎
̐
ổ
̎
̎
̏
̏

酒
田
市
ඒ
ज़
ؗ 

ಛ
ผ
ల

༡
ͼ
͝
こ
Ζ
のủ
͔
ɾ
た
ɾ
ち
Ứల

ؔ
࿈
ا
ը

⹂ 

酒
田
市
美
ज़
ؗ 

ὸ
̏
̍
ổ
̌
̌
̕
̑

ϓ
レ
ϛ
ア
Ϝ
෇
঎
඼
݊
を
ൃ
行
し
ま
す

⹂ 

市
঎
޻
港
࿷
՝
ا
ۀ
ཱ
஍
ɾ
࢈
ۀ
ৼ
ڵ
 ܎

ὸ

̎
̒
ổ
̑
̏
̒
ừ̍
住
ຽ
੫
に
ؔ
す
る
こ
と
Ử

市
੫
຿
՝
市
ຽ
੫
 ܎

ὸ
̎
̒
ổ
̑
̓
̍
̎
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本
年
度
の
介
護
保
険
料
の
年
額
決
定

通
知
を
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。
期

限
内
の
納
付
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

˔
ೲ
෇
方
๏

　

老
齢
年
金
、
遺
族
年
金
、
障
害
年
金

が
年
額
18
万
円
以
上
の
方
は
、
受
給
す

る
年
金
か
ら
差
し
引
く
「
特
別
徴
収
」、

年
金
か
ら
引
き
去
り
で
き
な
い
方
は
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
す
る

「
普
通
徴
収
」
に
な
り
ま
す
。

◆
年
度
の
途
中
で
新
た
に
65
歳
に
な
っ

た
方
や
本
市
に
転
入
し
た
方
は
、
特
別

徴
収
へ
の
切
り
替
え
に
資
格
取
得
後
６

か
月
〜
８
か
月
か
か
り
ま
す
。
納
め
忘

れ
を
無
く
す
る
た
め
に
も
、
口
座
振
替

を
お
勧
め
し
ま
す
。

˔
ಛ
ผ
௃
ऩ
ֹ
の
ௐ
੔

　

特
別
徴
収
の
方
は
、
本
年
度
分
の
介

護
保
険
料
年
額
の
決
定
額
か
ら
既
に
納

付
さ
れ
た
４
月
、
６
月
分
を
差
し
引
い

た
額
を
、
８
月
・
10
月
・
12
月
・
令
和

２
年
２
月
の
４
回
に
分
け
て
納
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ظ
ݶ
内
ೲ
෇
に
͝
ڠ
ྗ
を

˔
ೲ
෇
方
๏
と
ೲ
෇
ظ
ݶ

　

国
保
税
は
、
原
則
と
し
て
１
年
分
を

７
月
末
か
ら
翌
年
の
２
月
末
ま
で
８
回

の
納
期
に
分
け
て
、
納
付
書
か
口
座
振

替
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
納
付
が
遅
れ

る
と
延
滞
金
な
ど
が
加
算
さ
れ
る
場
合

が
あ
る
た
め
、
口
座
振
替
を
お
勧
め
し

ま
す
。

˔
ಛ
ผ
௃
ऩ
に
な
る
৔
߹

　

世
帯
主
が
国
保
加
入
者
で
あ
り
、
国

保
の
被
保
険
者
全
員
が
65
歳
以
上
75
歳

未
満
の
世
帯
で
一
定
の
条
件
に
該
当
す

る
場
合
は
、
国
保
税
を
世
帯
主
が
受
給

す
る
年
金
か
ら
差
し
引
く「
特
別
徴
収
」

に
な
り
ま
す
。

◆
申
し
出
に
よ
り
口
座
振
替
に
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

˔
ৼ
ସ
ޱ
࠲
を
֬
ೝ
し
て
く
だ
さ
い

　

口
座
振
替
の
方
は
納
税
通
知
書
が
届

い
た
ら
、
振
替
す
る
口
座
登
録
内
容
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
振
替
口
座
を
変

更
す
る
場
合
な
ど
は
、
早
め
に
金
融
機

関
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
荘
内
銀
行
、
山
形
銀
行
、
北

都
銀
行
に
個
人
口
座
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
口
座
振
替
申
し
込
み

（
新
規
・
変
更
）
が
で
き
る
「
市
税
等

Ｗウ

ェ

ブ

ｅ
ｂ
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
」
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
保
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

◆
軽
減
判
定
基
準
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

本
紙
５
月
16
日
号
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。

˔
ඃ
ࡂ
ऀ
΍
ੜ
׆
ࠔ
ځ
ऀ
へ
の
ݮ
໔

　

災
害
や
生
活
の
困
窮
な
ど
に
よ
り
国

保
税
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、
申
請
に

よ
り
、
減
免
な
ど
の
措
置
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

˔
཭
৬
に
Α
る
ܰ
ݮ

　

平
成
26
年
３
月
31
日
以
降
に
、
倒
産

な
ど
の
会
社
都
合
に
よ
り
離
職
し
た
方

は
、
申
告
に
よ
り
国
保
税
が
軽
減
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ର
৅
／
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
年

月
日
が
平
成
26
年
３
月
31
日
以
降

・
離
職
時
に
65
歳
未
満

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理

由
コ
ー
ド
が
11
、
12
、
21
、
22
、
23
、

31
、
32
、
33
、
34
の
い
ず
れ
か

◆
軽
減
内
容
や
申
込
時
の
持
ち
物
な
ど

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
（
以
下

「
国
保
税
」）
の
納
税
通
知
書
を
７
月
中

旬
に
世
帯
主
の
方
へ
送
付
し
ま
す
。

੫
཰
を
ਾ
え
ஔ
͖
ま
し
た

　

国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国
保
」）

の
運
営
は
、
県
と
市
町
村
が
共
同
で

行
っ
て
い
ま
す
。
医
療
需
要
の
増
加
に

よ
り
厳
し
い
財
政
状
況
が
見
込
ま
れ
ま

す
が
、
本
年
度
は
基
金
を
活
用
す
る
こ

と
で
税
率
を
据
え
置
き
ま
し
た
。

◆
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
国
保
税
の
試
算

が
で
き
ま
す
。

چ
ඃ
ැ
ཆ
ऀ
ݮ
໔
を
վ
ਖ਼
し
ま
し
た

　

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て

い
た
方
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移

行
し
、
そ
の
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い
た

65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
が
国
保
に
加

入
し
た
場
合
、
国
保
税
の
う
ち
、
均
等

割
と
平
等
割
の
減
額
が
受
け
ら
れ
る
期

間
を
「
当
分
の
間
」
か
ら
「
２
年
間
」

に
改
正
し
ま
し
た
。

ࠃ
อ
੫
が
ݮ
ֹ
͞
れ
る
੍
౓

˔
ॴ
ಘ
に
Α
る
ܰ
ݮ

　

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

հ
ޢ
อ
ݥ
ྉ
の
ظ
ݶ
内
ೲ
෇
に

͝
ڠ
ྗ
͘
ͩ
͞
い

⹂ 

市
հ
ޢ
อ
ݥ
՝
ࣄ
ۀ
؅
ཧ
܎

　

ὸ
̎
̒
ổ
̑
̏
̒
̏

ࠃ
ຽ
݈
߁
อ
ݥ
੫
の
ظ
ݶ
内
ೲ
෇
に
͝
ڠ
ྗ
͘
ͩ
͞
い

⹂ ừ
੍
度
શ
ൠ
Ử市
ࠃ
อ
年
ۚ
՝
ࠃ
อ
 ܎

ὸ
̎
̒
ổ
̑
̓
̎
̓  

ừ
՝
੫
の
内
༰
Ử市
੫
຿
՝
੫
੍
 ܎

ὸ
̎
̒
ổ
̑
̓
̍
̍  ừ
ೲ
੫
Ử市
ೲ
੫
՝
ೲ
੫
 ܎

ὸ
̎
̒
ổ
̑
̓
̍
̕
、各
૯
߹
ࢧ
ॴ
஍
Ҭ
ৼ
ڵ
՝
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送
付
さ
れ
て
い
た
診
断
書
の
用
紙
が
、

今
後
は
誕
生
月
の
３
か
月
前
の
月
末
に

日
本
年
金
機
構
よ
り
送
付
さ
れ
ま
す
。

◆
こ
の
取
り
扱
い
は
令
和
元
年
８
月
以

降
の
提
出
期
限
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

◆
障
害
の
状
態
が
悪
化
し
て
い
る
場
合

で
も
、
年
金
額
の
改
定
は
誕
生
月
の
翌

月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

市
区
町
村
よ
り
同
機
構
へ
所
得
情
報

の
提
供
を
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
原

則
と
し
て
所
得
状
況
届
（
は
が
き
）
は

提
出
の
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

◆
こ
れ
ま
で
診
断
書
は
７
月
末
ま
で
の

提
出
で
し
た
が
、
今
後
は
誕
生
月
の
末

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
す
で
に
案
内
済
み
の
次
回
診
断
書
提

出
予
定
年
月
が
平
成
31
年
７
月
の
場
合

令
和
元
年
７
月
以
降
の
最
初
の
誕
生
月

に
変
更
に
な
り
ま
す
。

◆
こ
の
取
り
扱
い

は
令
和
元
年
８
月

以
降
の
提
出
期
限

分
か
ら
と
な
り
ま

す
。

20
ࡀ
લ
の
ই
ප
に
Α
Γ

ো
֐
年
ۚ
を
ड
͚
て
い
る
ํ
΁

อ
ݥ
ྉ
の
໔
আ
ɾ
༛
༧
ਃ
੥
（
ྩ
࿨
ݩ
年
౓
）

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
は

申
請
に
よ
り
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の

免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
と
な
り
ま
す
。

ର
৅
อ
ݥ
ྉ
／
７
月
分
〜
令
和
２
年
６

月
分

ड
෇
ظ
間
／
７
月
１
日
㈪
〜
令
和
４
年

７
月
29
日
㈮

ड
け
෇
け
／
市
役
所
１
階
国
保
年
金
課
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

࣋
ち
物
／
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た

は
年
金
手
帳
、
印
鑑
、
離
職
票
ま
た
は

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
写
し
（
本

人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
い
ず
れ
か
失

業
し
た
人
の
も
の
。
失
業
な
ど
に
よ
る

申
請
の
方
の
み
）

◆
同
居
し
て
い
る
家
族
が
代
理
申
請
す

る
場
合
は
、
代
理
人
の
身
分
証
明
と
申

請
者
本
人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

ো
֐
年
ۚ
を
ड
͚
て
い
る
ํ
΁

　

障
害
状
態
確
認
届
（
診
断
書
）
の
作

成
期
間
が
提
出
期
限
前
の
１
か
月
以
内

か
ら
３
か
月
以
内
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

◆
こ
れ
ま
で
誕
生
月
の
前
月
末
ご
ろ
に

◆
年
度
途
中
で
新
た
に
75
歳
に
な
っ
た

方
や
本
市
に
転
入
し
た
方
は
、
特
別
徴

収
へ
の
切
り
替
え
に
資
格
取
得
後
６
か

月
〜
８
か
月
か
か
り
ま
す
。
納
め
忘
れ

を
無
く
す
る
た
め
に
も
、
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
ま
す
。

※1 保険料は所得割と均等割の合計額になります。　※2 世帯主と被保険者の所得の合計

●所得による保険料軽減制度（均等割額※1の軽減）

総所得金額の区分※2 軽減内容（軽減後の年額）

33万円以下の世帯
8.5割軽減（6,100円）

加入者全員が年金収入80
万円以下（他の所得なし） 8割軽減（8,200円）

33万円+（28万円×加入者数）以下の世帯 5割軽減（20,500円）

33万円+（51万円×加入者数）以下の世帯 2割軽減（32,800円）

　

本
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

（
以
下
「
保
険
料
」）
の
決
定
通
知
を
７

月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。
期
限
内
の
納

付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

อ
ݥ
ྉ
の
ܰ
ݮ
੍
౓

˔
ॴ
ಘ
に
Α
る
ܰ
ݮ

　

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
（
下
表
参

照
）。
本
年
度
は
対
象
が
一
部
拡
充
さ

れ
ま
し
た
。

˔
ඃ
用
ऀ
อ
ݥ
の
ඃ
ැ
ཆ
ऀ
の
ܰ
ݮ

　

被
用
者
保
険
（
国
民
健
康
保
険
や
国

民
健
康
保
険
組
合
を
除
く
）
の
被
扶
養

者
だ
っ
た
方
は
、
保
険
料
の
軽
減
制
度

が
あ
り
ま
す
。

◆
軽
減
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

お
ࢧ
෷
い
は
ޱ
࠲
ৼ
ସ
が
ศ
ར
で
す

˔
ೲ
෇
方
๏

　

老
齢
年
金
等
の
年
額
が
18
万
円
以
上

の
方
は
、
受
給
す
る
年
金
か
ら
差
し

引
く
「
特
別
徴
収
」、
年
金
か
ら
引
き

去
り
で
き
な
い
方
は
年
８
期
に
分
け
て

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
す
る

「
普
通
徴
収
」
に
な
り
ま
す
。

後
ظ
ߴ
ྸ
ऀ
ҩ
ྍ
อ
ݥ
ྉ
の
ظ
ݶ
内
ೲ
෇
に

͝
ڠ
ྗ
͘
ͩ
͞
い

⹂
市
հ
ޢ
อ
ݥ
՝
ߴ
ྸ
ऀ
ҩ
ྍ
 ܎

ὸ
̎
̒
ổ
̑
̓
̎
̕

ࠃ
ຽ
年
ۚ
の
手
ଓ
͖
の
お
஌
Β
ͤ

⹂ 

市
ࠃ
อ
年
ۚ
՝
ࠃ
ຽ
年
ۚ
 ܎

ὸ
̎
̒
ổ
̑
̓
̎
̔
、
௽
Ԭ
年
ۚ
ࣄ
຿
ॴ 

ὸ
̌
̎
̏
̑
ổ

̎
̏
ổ
̑
̌
̐
̌
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16
日
㈮
▼
ෑ
ۚ
／
家
賃
３
か
月
分
▼
Ո

௞
／
収
入
に
よ
る
▼
ਃ
し
ࠐ
み
／
７
月

４
日
㈭
〜
10
日
㈬
に
申
込
書
を
市
役
所

５
階
建
築
課
公
営
住
宅
係
ま
た
は
各
総

合
支
所
建
設
産
業
課
へ

◆
申
込
書
は
窓
口
で
記
入
し
、
そ
の
場

で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
連
帯
保
証
人
（
市
内
在
住
）
２
人
が

必
要
で
す
。

◆
単
身
用
市
営
住
宅
に
は
60
歳
以
上
の

方
ま
た
は
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級
〜

４
級
所
持
の
方
な
ど
が
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

ࢿ
֨
／
本
市
在
住
か
本
市
に
勤
務
先
が

あ
り
、
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
く
、
現

在
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
い
て
、
収
入
が
公
営
住
宅
法
の
基

準
（
一
般
世
帯
15
万
８
千
円
以
下
、
高

齢
者
、
障
が
い
者
、
中
学
校
卒
業
前
の

子
ど
も
が
い
る
世
帯 
25
万
９
千
円
以

下
）
に
適
合
す
る
方
▼
ೖ
ډ
日
／
８
月

　
（
仮
称
）酒
田
市
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ポ
ー
ト
お
よ
び
八
幡
分
館
・
松
山
分

館
・
ひ
ら
た
図
書
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
候
補
者
選
定
の
た
め
の
手
続
き
の
一

環
と
し
て
、
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
審
査
を
実
施
し
ま
す
。

ظ
日
／
８
月
22
日
㈭

৔
ॴ
／
市
役
所
３
階
第
一・
二
委
員
会
室

◆
時
間
や
傍
聴
方
法
な
ど
は
指
定
管
理

者
募
集
へ
の
申
込
者
数
が
確
定
し
た
後
、

本
紙
８
月
１
日
号
お
よ
び
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
詳
し
く
は
同
室
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

お詫びと訂正
　本紙6月1日号に誤りがありました。お詫び
して訂正します。
●訂正箇所／市政ピックアップ11㌻ 市有財産
　（平成31年3月31日現在）
誤 土地 791万3,913平方㍍
　 建物  48万9,403平方㍍
　 基金 137億436万円
正 土地 791万3,871平方㍍
　 建物  48万9,260平方㍍
　 基金 137億438万円

　

医
療
に
必
要
な
血
液
の
確
保
は
、
皆

さ
ん
の
献
血
事
業
に
対
す
る
ご
理
解
と

ご
協
力
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

˔
さ
あ
ߦ
こ
う
ະ
དྷ
を
つ
な
͙
ݙ
݂
へ

　

い
つ
で
も
患
者
さ
ん
に
血
液
を
お
届

け
で
き
る
よ
う
、
定
期
的
な
献
血
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
本
市
の
献
血
予
定
は
、
６
月
17
日
号

広
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

◆いずれも65歳以上の方は､ 60歳～64歳に献血した経験がある人のみ対象。
◆ 移動採血バス（献血バス）では、①のみ実施可。②、③は山形市の献血ルームSAKURAMBO
で実施。
◆令和元年度は、400㍉㍑献血のみを実施。

●献血の種類
種類 内容 対象

①400㍉㍑採血 血液をそのまま献血 男性：17歳～69歳
女性：18歳～69歳

②血漿
しょう

成分採血 血液を分離して血漿成
分を献血 18歳～69歳

③血小板成分採血 血液を分離して血小板
成分を献血

男性：18歳～69歳
女性：18歳～54歳

̓
݄
はủ
Ѫ
の
݂
ӷ
ॿ
͚
߹
い

ӡ
動
Ứ݄
ؒ
で
す

⹂ 

市
݈
߁
՝
݈
߁
 ܎

ὸ
̎
̐
ổ
̑
̓
̏
̏

ࢦ
ఆ
؅
ཧ
ऀ
ื
ू
ެ
։
ϓ
レ
θ
ン

ς
ー
γ
ἀ
ン
৹
ࠪ
の
࣮
ࢪ

⹂ 

市
౎
市
デ
β
イ
ン
՝
コ
ϛ
ュ
χ
έ
ồ
シ
ἀ
ン

ϙ
ồ
ト
開
ઃ
४
උ
ࣨ 

ὸ
̐
̏
ổ
̔
̓
̌
̓

市
Ӧ
ॅ
୐
ɾ
ެ
ڞ
௞
ି
ॅ
୐

ೖ
ډ
ऀ
ื
ू

⹂ 

市
ݐ
ங
՝
ެ
Ӧ
住
୐
܎

　

ὸ
̎
̒
ổ
̑
̓
̐
̓

※65歳以上の高齢者、要介護認定者、障がい者（身体障がい者手帳1～2級、精神障がい者保健
福祉手帳1級、療育手帳A）がいる世帯（単身不可）

住宅名 所在地 戸数 家賃（月額）
松境北第二アパート

北千日町

1 24,400円～
松境北第二アパート※ 1 24,400円～
松境住宅 2 25,700円～
松境住宅※ 2 25,700円～
新橋二丁目第二アパート（単身用）

新橋二丁目
1  7,300円～

新橋二丁目第二アパート 1  7,300円～
新橋五丁目住宅 新橋五丁目 1  8,600円～
第五川南アパート 若宮町一丁目 1 14,500円～
若宮第二住宅 若宮町二丁目 1 13,500円～
光ケ丘第二・第三アパート 光ケ丘二丁目 2 11,500円～
富士見町第一アパート 富士見町一丁目 1 11,500円～
港南第一アパート 入船町 1 14,500円～
大町第一・第七アパート

東大町三丁目
3 16,000円～

大町第六アパート※ 1 16,200円～
旭新町第一アパート

旭新町
1 18,300円～

旭新町第五アパート※ 1 20,900円～
小泉団地 小泉字道南 1 13,000円～
城西団地 字山田 1 21,200円～
砂越粕町団地 砂越字粕町 1 24,400円～

住宅名 所在地 戸数 家賃（月額）
八森団地 市条字上川原 1 49,900円～

●市営住宅

●公共賃貸住宅

◆収入月額が158,000円以上、259,000円以下の方を対象にしたファミリー向けの住宅です。
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ウ
ン
セ
ン
タ
ー
南
側
駐
車
場
▼
内
༰
／

ポ
ン
プ
車
操
法
お
よ
び
小
型
ポ
ン
プ
操

法⹂
市
ة
ػ
؅
ཧ
՝
஍
Ҭ
๷
ࡂ
 ܎

ὸ
̐

̏
ổ
̔
̓
̌
̒

ࢿ
ݯ
回
ऩ
ஂ
ମ
に
ใ
঑
ۚ
を
ަ
෇

ର
৅
／
資
源
再
利
用
運
動
事
業
等
実
施

要
綱
に
よ
る
登
録
を
受
け
て
、
資
源
回

収
を
実
施
し
た
団
体
▼
ަ
෇
ֹ
／
回
収

量
に
応
じ
て
▼
ਃ
し
ࠐ
み
／
７
月
19
日

㈮
ま
で
、前
期
（
１
月
〜
６
月
回
収
分
）

の
実
績
報
告
書
、
数
量
内
訳
報
告
書
な

ど
を
市
環
境
衛
生
課（
広
栄
町
三
丁
目
）

ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
へ

⹂
市
؀
ڥ
Ӵ
ੜ
՝
؅
ཧ
 ܎

ὸ
̏
̍
ổ
̌

̕
̏
̏

Ⴉ
ఆ
し
た
͋
͡
͞
い
を

ࠩ
し
্
͛
ま
す

　

剪
定
し
た
あ
じ
さ
い
を
園
路
沿
い
に

置
き
ま
す
。
ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り
く

だ
さ
い
。

日
時
／
７
月
16
日
㈫
、
17
日
㈬
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
▼
৔
ॴ
／
飯
森
山
公
園 

あ
じ
さ
い
園

◆
無
く
な
り
次
第
終
了
。
無
断
剪
定
は

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

⹂
市
౔
໦
՝
ެ
Ԃ
྘
஍
 ܎

ὸ
̎
̒
ổ
̑

̓
̐
̑

࢈
Ử
７
月
30
日
㈫
午
後
１
時
〜
８
月
６

日
㈫
午
後
１
時 

ừ
ಈ
࢈
Ử
７
月
30
日
㈫

午
後
１
時
〜
８
月
１
日
㈭
午
後
11
時
▼

ެ
ച
ࢀ
Ճ
ਃ
ࠐ
ظ
間
／
７
月
４
日
㈭
午

後
１
時
〜
７
月
24
日
㈬
午
後
11
時

◆
公
売
下
見
会
は
行
い
ま
せ
ん
。

◆
入
札
に
参
加
す
る
場
合
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を
確
認
の
上
、
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

⹂
市
ೲ
੫
՝
଺
ೲ
੔
ཧ
ࣨ 

ὸ
̎
̒
ổ
̒

̎
̓
̑

酒
田
市
ਫ
೉
ٹ
ॿ
߹
ಉ
܇
࿅

日
時
／
７
月
13
日
㈯
午
前
８
時
45
分
〜

10
時
30
分
▼
৔
ॴ
／
大
浜
海
岸
▼
内
༰

／
心
肺
蘇
生
法
、
救
命
索
発
射
器
操
法
、

総
合
海
難
救
助
訓
練
を
実
施

◆
当
日
は
会
場
周
辺
へ
の
プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
な
ど
の
進
入
禁
止
。

⹂
市
ة
ػ
؅
ཧ
՝
ة
ػ
؅
ཧ
 ܎

ὸ
̎

̒
ổ
̑
̓
̌
̍

酒
田
市
ফ
๷
ஂ
ফ
๷
ૢ
๏
େ
ձ

日
時
ɾ
৔
ॴ
／
ừ
酒
田
ࢧ
ஂ
Ử
７
月
14

日
㈰
午
前
８
時
30
分
〜
・
山
形
県
消
防

学
校
（
三
川
町
） ừ
ീ
഼
ࢧ
ஂ
Ử
７
月

７
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜
・
八
幡
タ
ウ

ン
セ
ン
タ
ー
駐
車
場 

ừ
দ
ࢁ
ࢧ
ஂ
Ử
７

月
14
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜
・
松
山
多

目
的
運
動
公
園
駐
車
場 

ừ
ฏ
田
ࢧ
ஂ
Ử

７
月
14
日
㈰
午
前
９
時
〜
・
ひ
ら
た
タ

௡
೾
ࡂ
֐
ܯ
ռ
۠
Ҭ
の

ࢦ
ఆ
に
܎
る
આ
໌
ձ
の
։
࠵

　

山
形
県
が
津
波
浸
水
区
域
を
津
波
災

害
警
戒
区
域
に
指
定
す
る
た
め
、
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

ừ
ए
඿
஍
۠
Ử
日
時
／
７
月
４
日
㈭
午

後
７
時
〜
▼
৔
ॴ
／
若
浜
コ
ミ
セ
ン

ừ
඿
田
஍
۠
Ử
日
時
／
７
月
５
日
㈮
午

後
７
時
〜
▼
৔
ॴ
／
浜
田
コ
ミ
セ
ン

ừ
港
ೆ
஍
۠
Ử
日
時
／
７
月
10
日
㈬
午

後
７
時
〜
▼
৔
ॴ
／
港
南
コ
ミ
セ
ン

ừ
দ
ྕ
஍
۠
Ử
日
時
／
７
月
11
日
㈭
午

後
７
時
〜
▼
৔
ॴ
／
松
陵
コ
ミ
セ
ン 

ừ
े
ࡔ
஍
۠
Ử
日
時
／
７
月
18
日
㈭
午

後
７
時
〜
▼
৔
ॴ
／
十
坂
コ
ミ
セ
ン

ừ
ٶ
໺
Ӝ
஍
۠
Ử
日
時
／
７
月
22
日
㈪

午
後
７
時
〜
▼
৔
ॴ
／
宮
野
浦
コ
ミ
セ

ン ừ
੢
ߥ
੉
஍
۠
Ử
日
時
／
７
月
23
日
㈫

午
後
７
時
〜
▼
৔
ॴ
／
西
荒
瀬
コ
ミ
セ

ン◆
事
業
所
の
方
は
最
寄
り
の
地
区
の
説

明
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

⹂
市
ة
ػ
؅
ཧ
՝
ة
ػ
؅
ཧ
 ܎
ὸ
̎

̒
ổ
̑
̓
̌
̍

Π
ン
λ
ー
ω
ỽ
τ
ެ
ച
を
行
い
ま
す

　

市
税
滞
納
整
理
の
た
め
、
差
し
押
さ

え
た
財
産
を
公
売
し
ま
す
。

ެ
ച
物
݅
／
不
動
産
（
土
地
、
建
物
）、

動
産
（
書
籍
）
▼
ೖ
ࡳ
ظ
間
／
ừ
ෆ
ಈ

知
ら
せ

お市
༗
஍
の
ച
٫

　

　

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
市
有
地
を
売

却
し
ま
す
。

ೖ
ࡳ
日
時
／
７
月
29
日
㈪
午
前
10
時
〜

▼
৔
ॴ
／
市
役
所
５
階
５
０
１
会
議
室

▼
ച
٫
物
݅
／
左
表
の
通
り
▼
ਃ
し
ࠐ

み
／
７
月
１
日
㈪
〜
17
日
㈬
の
平
日

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
に
、

所
定
の
申
込
書
に
必
要
な
書
類
を
添
え

て
市
役
所
４
階
総
務
課
管
理
係
へ
☎
２

６
‐５
７
０
９

◆
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。
入
札
案
内
書
（
説

明
書
、
申
込
書
、
物
件
調
書
）
は
総
務

課
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

物件
番号 所在地 地目 用途地域 実測面積 予定価格

（最低入札価格）

1 光ケ丘二丁目
61番190 宅地 準工業 329.61㎡ 4,079,000円

2 竹田字清水下
31番13 宅地 都市計画外 388.86㎡ 3,484,000円

3
光ケ丘二丁目
61番185、
61番271

宅地
公衆用
道路

準工業 141.35㎡ 1,520,000円
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し
て
く
だ
さ
い
。

◆
雨
な
ど
で
実
施
の
有
無
が
わ
か
ら
な

い
場
合
は
、
市
環
境
衛
生
課
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

⹂
ừ
酒
田
஍
Ҭ
Ử
ಉ
՝
؅
ཧ
 ܎

ὸ
̏

̍
ổ
̌
̕
̏
̏ 

ừ
ീ
഼
ɾ
দ
ࢁ
ɾ
ฏ
田

஍
Ҭ
Ử
各
૯
߹
ࢧ
ॴ
஍
Ҭ
ৼ
ڵ
՝

ラ
Π
τ
μ
΢
ン
΢
Π
ー
Ϋ
の
お
஌
Β
ͤ

　

山
形
県
で
は
地
球
温
暖
化
防
止
の
た

め
、
７
月
１
日
㈪
〜
七
夕
の
７
月
７
日

㈰
を
「
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
ウ
イ
ー
ク
」
と

し
て
事
業
所
で
の
一
斉
消
灯
を
呼
び
掛

け
て
い
ま
す
。
支
障
の
な
い
限
り
、
早

め
の
消
灯
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⹂
市
؀
ڥ
Ӵ
ੜ
՝
؀
ڥ
อ
શ
 ܎

ὸ
̏

̍
ổ
̌
̕
̏
̏

্
ڃ
ٹ
໋
ߨ
श
ձ
の
お
஌
Β
ͤ

日
時
／
８
月
18
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後

６
時
（
受
け
付
け
は
８
時
40
分
〜
）
▼

৔
ॴ
／
ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
▼
ର

৅
／
ど
な
た
で
も
▼
ఆ
һ
／
先
着
30
人

▼
内
༰
／
心
肺
蘇
生
法
、
大
出
血
時
の

止
血
法
、
窒
息
時
の
対
応
な
ど
（
応
急

手
当
全
般
）、
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
使
い
方
▼
ߨ
ࢣ
／
応
急

手
当
指
導
員
▼
අ
用
／
３
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
、
教
材
費
）
▼
࣋
ち
物
な
ど

／
筆
記
用
具
、
動
き
や
す
い
服
装
▼
ਃ

し
ࠐ
み
／
７
月
29
日
㈪
ま
で
、
申
込
書

を
酒
田
地
区
広
域
行
政
組
合
消
防
署
、

奏
な
ど

⹂
市
ま
ち
ͮ
く
り
ਪ
ਐ
՝
市
ຽ
૬
ஊ
ࣨ

ὸ
̎
̒
ổ
̑
̓
̎
̒

̓
݄
はủ
ࣾ
ձ
を
໌
る
͘
す
る

ӡ
動
Ứڧ
ௐ
݄
ؒ
で
す
。

　

　

７
月
は
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
地
域
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
運
動
の
強
調
月
間
で
す
。

　

本
市
で
は
、
保
護
司
、
更
生
保
護
女

性
会
が
中
心
と
な
り
、
街
頭
啓
発
運
動

や
学
校
訪
問
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。
毎

日
の
あ
い
さ
つ
や
声
掛
け
な
ど
、
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

⹂
市
෱
ࢱ
՝
஍
Ҭ
෱
ࢱ
܎
ὸ
̎
̒
ổ
̑

̓
̏
̍

͖
れ
い
ͳ
઒
で
ॅ
Έ
Α
い
;
る
͞

と
ӡ
動 

Տ
઒
の
ਗ਼
૟
活
動
に
͝
ڠ

ྗ
͘
ͩ
͞
い

日
時
／
７
月
14
日
㈰
ừ
酒
田
஍
۠
Ử
午

前
６
時
30
分
〜
７
時
（
荒
天
時
は
20
日

㈯
に
延
期
） ừ
ീ
഼
஍
۠
、
দ
ࢁ
஍
۠
、

ฏ
田
஍
۠
Ử
各
自
治
会
で
定
め
た
日
時

▼
࣮
ࢪ
৔
ॴ
／
自
治
会
ご
と
に
指
定
さ

れ
た
河
川
▼
内
༰
／
ご
み
、
空
き
缶
な

ど
の
収
集
、
除
草
作
業
（
一
部
の
地
域

の
み
）
▼
෰
૷
／
長
袖
の
服
、長
靴
（
ご

み
袋
、
軍
手
は
用
意
し
ま
す
）

◆
場
所
は
自
治
会
か
ら
の
回
覧
を
参
照

খ
ܕ
ശ
わ
ͳ
の
ି
ग़
を
行
い
ま
す

　

小
動
物
（
ハ
ク
ビ
シ
ン
、
タ
ヌ
キ
な

ど
）
を
自
宅
敷
地
内
な
ど
で
捕
獲
す
る

小
型
箱
わ
な
を
貸
し
出
し
ま
す
。

　

貸
し
出
し
に
は
、
市
へ
の
貸
出
申
請

お
よ
び
県
知
事
か
ら
交
付
さ
れ
る
許
可

証
（
鳥
獣
の
捕
獲
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

ି
ग़
ɾ
ฦ
٫
৔
ॴ
／
市
環
境
衛
生
課（
広

栄
町
三
丁
目
）
▼
ି
ग़
ظ
間
／
30
日
以

内
ま
た
は
、
県
知
事
か
ら
許
可
さ
れ
た

期
間

◆
鳥
獣
の
捕
獲
許
可
申
請
の
窓
口
は
庄

内
総
合
支
庁
環
境
課
（
三
川
町
）
で
す
。

◆
狩
猟
期
間
中
（
11
月
15
日
〜
令
和
２

年
２
月
15
日
）
は
、
県
知
事
か
ら
の
許

可
証
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
箱
わ
な
の
貸
出
お
よ
び
捕
獲
し
た
小

動
物
の
死
骸
処
分
は
無
料
で
す
。

⹂
市
؀
ڥ
Ӵ
ੜ
՝
؀
ڥ
อ
શ
 ܎

ὸ
̏

̍
ổ
̌
̕
̏
̏

ủ
҆
શ
と
҆
৺
の
ま
ち
酒
田
Ứ

市
ຽ
େ
ձ
の
։
࠵

　

暴
力
追
放
・
交
通
安
全
・
犯
罪
防
止

の
意
識
高
揚
を
広
く
呼
び
か
け
、
安
全

で
安
心
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
７
月
25
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
10
分
▼
৔
ॴ
／
希
望
ホ
ー
ル
▼
内

༰
／
功
労
団
体
・
功
労
者
表
彰
、
標
語

入
選
者
表
彰
、
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
演

੨
গ
年
育
੒
ਪ
ਐ
һ
の
঺
հ

⹂
੨
গ
年
ࢦ
ಋ
η
ン
タ
ồ 

ὸ
̎
̐
ổ
̎

̕
̌
̍ ஍ɹ

۠

ɹࢯ

໊

Ḵ　

੒

෌　

　ֽ

ઍ
լ
子

඿　

田

ҏ　

౻　
　
　

क

ए　

඿

᥊　

田　

　ް

子

富
࢜
ݟ

٢　

田　

խ　

थ

ُ
έ
࡚

　ݪ
　
　

　޹

ี

দ　

ݪ

∁　

　ڮ

จ　

ར

港　

ೆ

࿨　

　ౢ

　ߒ

ষ

দ　

ྕ

∁　

　ڮ
　
　

ਐ

ઘ

ঙ　

　࢘

හ　

޾

ඈ　

ౡ

ᖂ　

୩　
　
　

૱

੢
ߥ
੉

　ࠤ

౻　

༤　

ً

৽　

ງ

∁　

　ڮ

　ج

ٛ

広　

໺

ᜊ　

౻　
　
　

ۉ

඿　

中

　ߴ

　ڮ
　
　

੣

　ࠇ

৿

　ࠤ

౻　
　
　

ޫ

　े

ࡔ

　ླ

໦　

৴　

ኍ

ٶ
໺
Ӝ

Ѩ　

෦　

఩　

໵

౦
ฏ
田

ौ　

୩　

　߂

໌

中
ฏ
田

田　

中　

म　

Ұ

北
ฏ
田

ງ　
　
　

լ
௡
ࢤ

上　

田

　ੁ

　ݪ

ॏ　

໌

本　

१

　ࠤ

౻　

ਗ਼　

ࢤ

ೆ
༡
ࠤ

　ࡈ

౻　

७　

市

Ұ　

ᑍ

大　

　୍

խ　

࢜

؍
Ի
ࣉ

　ݹ

田　

௚　

子

大　

୔

ԕ　

田　

ਖ਼　

໌

日　

޲

　ࠤ

౻　
　
　

܇

দ　

ྮ

෍　

　ࢪ

　ٱ

༤

　ೆ

෦

　ࠤ

౻　
　
　

ษ

　ࢁ

ࣉ

ᜊ　

౻　

෢　

ੜ

内　

ڷ

　ࠤ

౻　
　
　

ஐ

田　

୔

　ޙ

౻　
　
　

޾

౦　

ཅ

　ࠤ

౻　

ળ　

ਔ

܊
ڸ
ɾ
ࢁ
୩

富　

　ֽ
　
　

ਐ

ೆ
ฏ
田

খ　

໺　

࿨　

人

࠭
ӽ
ɾ
྘
ொ

本　

多　

　߃

෉
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校
講
師
▼
අ
用
／
１
組
１
千
円
（
当
日

持
参
）
▼
࣋
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

内
履
き
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
▼
ਃ
し
ࠐ
み

／
７
月
１
日
㈪
〜
19
日
㈮
に
市
農
政
課

総
合
農
政
係
へ 

☎
２
６‐５
７
９
２

ফ
๷
ֶ
校
খ
ֶ
ੜ
Ұ
೔
ݚ
म

日
時
／
７
月
28
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
▼
৔
ॴ
／
山
形
県
消
防
学
校 

防

災
学
習
館
（
三
川
町
）
▼
ର
৅
／
小
学

生
と
保
護
者
▼
ఆ
һ
／
先
着
１
０
０
人

▼
内
༰
／
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
へ
の
乗

車
や
放
水
・
地
震
体
験
な
ど
の
防
災
研

修
▼
අ
用
／
１
人
５
０
０
円
（
昼
食
代

な
ど
）
▼
ਃ
し
ࠐ
み
／
７
月
１
日
㈪
〜

19
日
㈮
の
平
日
に
同
校
へ 

☎
０
２
３

５
‐６
６
‐
２
０
２
２

Ն
ٳ
Έ
਌
子
ਫ
ಓ
ڭ
ࣨ
ࢀ
Ճ
ऀ
ื
ू

日
時
／
８
月
３
日
㈯
ま
た
は
５
日
㈪
の

午
前
10
時
〜
正
午
▼
৔
ॴ
／
小
牧
浄
水

場
▼
ର
৅
／
小
学
生
と
保
護
者
▼
ఆ
һ

／
各
回
先
着
12
組
▼
内
༰
／
本
市
の

水
道
の
話
、
水
を
き
れ
い
に
す
る
実
験
、

小
牧
浄
水
場
の
見
学
、
利
き
水
体
験
ほ

か
▼
අ
用
／
無
料
▼
ਃ
し
ࠐ
み
／
７
月

23
日
㈫
ま
で
市
上
下
水
道
部
管
理
課
管

理
係
へ 

☎
２
２
‐
１
８
１
２

音
頭
▼
ର
৅
／
認
知
症
の
方
本
人
お
よ

び
介
護
者（
介
護
者
の
み
の
参
加
も
可
）

▼
අ
用
／
２
０
０
円
（
茶
菓
子
代
）
▼

ਃ
し
ࠐ
み
／
当
日
会
場
へ

◆
駐
車
場
無
料
。
車
椅
子
で
の
参
加
も
可
。

⹂
市
հ
ޢ
อ
ݥ
՝
༧
๷
ࢧ
ԉ
 ܎

ὸ
̎

̒
ổ
̑
̓
̑
̑

౦
北
ެ
ӹ
จ
Պ
େ
ֶ
࿈
ܞ
ਪ
ਐ
ࣄ

ủۀ
ӳ
ޠ
の
ֶ
ͼ
͔
た
ڭ
え
ま
す
Ứ

ड
ߨ
ऀ
ื
ू

日
時
／
７
月
30
日
㈫
、
31
日
㈬
午
前
９

時
〜
午
後
０
時
15
分
▼
৔
ॴ
／
酒
田
市

公
益
研
修
セ
ン
タ
ー
▼
ର
৅
／
本
市
在

住
の
中
学
生
▼
ఆ
һ
／
先
着
50
人
▼
内

༰
／
英
語
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す

た
め
の
効
果
的
な
勉
強
法
▼
ߨ
ࢣ
／
東

北
公
益
文
科
大
学 

講
師 

エ
ド
モ
ン
ド・

フ
ェ
ッ
ク
氏
、
助
教 

テ
ィ
モ
シ
ー
・

バ
ン
テ
ィ
ン
グ
氏
▼
අ
用
／
１
０
０
円

（
保
険
料
）
▼
ਃ
し
ࠐ
み
／
７
月
３
日

㈬
〜
16
日
㈫
に
市
教
育
委
員
会
企
画
管

理
課
企
画
管
理
係
へ 

☎
２
６‐５
７
７
２

ถ
ค
を
࢖
っ
た
食
育
ྉ
ཧ
ڭ
ࣨ

日
時
／
７
月
27
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後

１
時
▼
৔
ॴ
／
酒
田
調
理
師
専
門
学
校

（
幸
町
二
丁
目
）
▼
ର
৅
／
小
学
３
年

生
以
上
の
親
子
▼
ఆ
һ
／
先
着
10
組
▼

内
༰
／
米
粉
を
使
っ
た
料
理
づ
く
り
と

試
食
▼
ϝ
χ
ュ
ồ
／
さ
っ
ぱ
り
サ
ラ
ダ

う
ど
ん
と
シ
ュ
ー
ア
イ
ス
▼
ߨ
ࢣ
／
同

程
度
▼
内
༰
／
ゲ
ス
ト
が
今
の
働
き
方

に
至
っ
た
経
緯
、
参
加
者
と
ゲ
ス
ト
の

座
談
会
▼
අ
用
／
５

０
０
円
▼
ਃ
し
ࠐ
み

／
７
月
５
日
㈮
ま
で

サ
ン
ロ
ク
へ 

☎
２

６
‐６
０
６
６

հ
ޢ
อ
ݥ
ཁ
հ
ޢ
ೝ
ఆ

๚
໰
ௐ
ࠪ
һ
ื
ू

ۈ
຿
時
間
／
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
▼
ର
৅
／
本
市
在
住
で
介
護
支
援
専

門
員
、
保
健
師
、
看
護
師
、
社
会
福
祉

士
、
介
護
福
祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格

お
よ
び
普
通
自
動
車
免
許
を
持
っ
て
い

る
方
▼
ื
ू
人
਺
／
１
人
▼
ۀ
຿
内
༰

／
要
介
護
認
定
の
た
め
の
訪
問
調
査
な

ど
▼
࠾
用
月
日
／
８
月
１
日
▼
報
ु
／

市
の
基
準
に
よ
り
支
給
▼
選
ߟ
方
๏
／

面
接
▼
ਃ
し
ࠐ
み
／
７
月
12
日
㈮
ま
で
、

封
筒
に
履
歴
書
、
該
当
す
る
資
格
登
録

証
の
写
し
、
応
募
の
動
機
（
４
０
０
字

以
内
）
を
同
封
の
上
、
〒
９
９
８
‐
８

５
４
０
（
住
所
不
要
）
酒
田
市
介
護
保

険
課
介
護
認
定
係
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

⹂
ಉ
 ܎

ὸ
̎
̒
ổ
̑
̓
̏
̎

հ
ޢ
の
೰
Έ
や
ࢥ
い
を
ޠ
Γ
߹
う

ೝ
஌
঱
Χ
ϑ
ỻ
ࢀ
Ճ
ऀ
ื
ू

日
時
／
７
月
18
日
㈭
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
▼
৔
ॴ
／
中
町
に
ぎ
わ
い
健
康
プ

ラ
ザ
▼
内
༰
／
も
し
ぇ
の
ん
あ
の
の
ん

ま
た
は
最
寄
り
の
消
防
署
（
分
署
）
へ

◆
申
込
書
は
、
同
署
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
最
寄

り
の
消
防
署
（
分
署
）
に
あ
り
ま
す
。

◆
講
習
終
了
後
、
上
級
救
命
講
習
修
了

証
を
交
付
し
ま
す
。

⹂
ಉ
ॺ 
ὸ
̎
̏
ổ
̏
̍
̏
̍

̓
݄
13
೔
は
Ϟ
ン
ς
σ
ỹ
Φ
ࢁ
ܗ

酒
田
市
Ԡ
ԉ
σ
ー

日
時
／
７
月
13
日
㈯
午
後
７
時
キ
ッ
ク

オ
フ
▼
৔
ॴ
／
Ｎ
Ｄ
ソ
フ
ト
ス
タ
ジ
ア

ム
山
形
（
天
童
市
）
▼
ର
ઓ
／
京
都
サ

ン
ガ
Ｆ
．
Ｃ
．
▼
අ
用
／
一
般
１
千
５

０
０
円
、
高
校
生
以
下
無
料
▼
ν
έ
ッ

ト
औ
り
ѻ
い
／
７
月
12
日
㈮
ま
で
、
酒

田
市
体
育
振
興
会
事
務
局
（
市
役
所
６

階 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

◆
免
許
証
な
ど
、
住
所
が
確
認
で
き
る

も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

⹂
市
ス
ϙ
ồ
π
ৼ
ڵ
՝
ス
ϙ
ồ
π
ৼ
ڵ

 ܎

ὸ
̐
̏
ổ
̒
̒
̑
̍

集
募ୈ

ೋ
回
お
い
し
い
α
ン
ϩ
Ϋ

ঁ
子
ձ
։
࠵

日
時
／
７
月
９
日
㈫
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分
▼
৔
ॴ
／
産
業
振
興
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー 

サ
ン
ロ
ク
（
中
町
庁

舎
内
）
▼
ର
৅
／
女
性
▼
ఆ
һ
／
20
人

▲申し込みフォーム
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ॴ
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
ର
৅
／
小

学
生
（
保
護
者
同
伴
。
第
１
回
、
第
２

回
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
時
間
を
選
択
し
、
全

２
回
受
講
で
き
る
方
）
▼
ఆ
һ
／
各
先

着
10
組
▼
内
༰
／
絵
本
作
り
▼
ߨ
ࢣ

／（
一
社
）
子
ど
も
の
読
書
サ
ポ
ー
ト

ア
シ
ー
ド
代
表
理
事 

絵
本
専
門
士 

加
藤
美
穂
子
氏
▼
අ
用
／
９
７
０
円

（
材
料
代
）
▼
࣋
ち
物
／
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
色
鉛
筆
、
筆
記
用
具
▼
ਃ
し
ࠐ
み
／

中
央
図
書
館
へ 

☎
２
４
‐
２
９
９
６

◆
２
回
で
完
成
し
な
か
っ
た
場
合
は
、

８
月
11
日
㈷
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
も

受
講
で
き
ま
す
。

͞
と
う
と
͖
ひ
Ζ
ઌ
ੜ
と

͋
ͦ
΅
う
！
ࢀ
Ճ
ऀ
ื
ू

日
時
／
８
月
８
日
㈭
、
９
日
㈮
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
30
分
（
２
日
間
）
▼
৔

ॴ
／
酒
田
市
美
術
館
▼
ର
৅
／
小
学
生

〜
高
校
生
（
小
学
１
年
〜
３
年
生
は

保
護
者
同
伴
）
▼
ఆ
һ
／
各
日
先
着
30

人
▼
内
༰
／
虫
め
が
ね
を
使
っ
た
カ
メ

ラ
・
望
遠
鏡
づ
く
り
、
東
京
芸
術
大
学

教
授 

佐
藤
時
啓
氏
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ

メ
ラ
「
リ
ヤ
カ
ー
メ
ラ
」
で
あ
そ
ぼ
う

▼
අ
用
／
２
千
円
（
２
日
分
。
材
料
費
、

保
険
料
、
昼
食
代
含
む
。
保
護
者
は
参

加
費
は
不
要
。
た
だ
し
昼
食
、
保
険
な

ど
は
な
し
）
▼
ਃ
し
ࠐ
み
／
７
月
５
日

㈮
午
前
９
時
〜
費
用
を
添
え
て
希
望

ホ
ー
ル
へ

ߨ
ࢣ
／
中
町
に
ぎ
わ
い
健
康
プ
ラ
ザ
ス

タ
ッ
フ
▼
࣋
ち
物
／
運
動
し
や
す
い
服

装
、
内
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
▼
අ
用

／
無
料
▼
ਃ
し
ࠐ
み
／
７
月
10
日
㈬
９

時
〜
24
日
㈬
に
電
話
で
中
町
に
ぎ
わ
い

健
康
プ
ラ
ザ
へ 

☎
４
３
‐
１
３
７
３

◆
傷
害
保
険
に
は
加
入
し
ま
せ
ん
の
で
、

了
承
の
上
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ߴ
校
ੜ
に
Α
る
஡
ձ
ˍ
ࣇ
ಐ
஡
ಓ

お
఺
લ
ମ
ݧ
ื
ू

ظ
日
／
８
月
25
日
㈰
▼
৔
ॴ
／
出
羽
遊

心
館

ừ
஡
ձ
Ử時
間
／
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

２
時
▼
ର
৅
／
ど
な
た
で
も
▼
内
༰
／

茶
席（
二
席
）▼
前
ച
஡
݊
／
５
０
０
円

（
当
日
茶
券
あ
り
）▼
஡
݊
औ
ѻ
ॴ
／
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
、出
羽
遊
心
館

ừ
ࣇ
ಐ
஡
ಓ
お
఺
前
ମ
ݧ
Ử
時
間
／
午

前
10
時
30
分
〜
正
午
▼
ର
৅
／
小
学
生

▼
ఆ
һ
／
先
着
30
人
▼
内
༰
／
高
校
茶

道
部
員
指
導
の
茶
道
の
お
点
前
体
験
▼

අ
用
／
５
０
０
円
（
茶
券
代
）
▼
ਃ
し

ࠐ
み
／
８
月
20
日
㈫
ま
で
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
事
務
室
へ 

☎
２
４
‐
２
９
９
３

Ն
ٳ
Έ 

਌
子
手
ͮ
͘
Γ
ֆ
ຊ
ߨ
࠲

ड
ߨ
ऀ
ื
ू

ظ
日
／
ừ
ୈ
̍
ճ
Ử
７
月
28
日
㈰　
ừ
ୈ

̎
ճ
Ử
８
月
４
日
㈰
▼
時
間
／
ừ
ޕ
前

の
෦
Ử
午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

ừ
ޕ
ޙ

の
෦
Ử
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
▼
৔

窓
口
へ 

☎
３
３
‐
０
１
６
７
（
電
話
受

付
可
）

ௗ
ւ
ࢁ
ɾ
ඈ
ౡ
δ
Φ
ύ
ー
Ϋủ
Ն
ٳ
Έ

઒
༡
ͼ
ا
ը
Ứの
お
஌
Β
ͤ

日
時
／
７
月
27
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
１
時
30
分
▼
ू
߹
／
大
沢
コ
ミ
セ

ン
（
受
け
付
け
は
９
時
〜
）
▼
ର
৅
／

市
内
の
小
学
１
年
〜
６
年
生
の
親
子
15

組
30
人
程
度
▼
内
༰
／
水
中
観
察
、
魚

つ
か
み
取
り
、
大
沢
ラ
ン
チ
、
ミ
ニ
ジ

オ
講
座
ほ
か
▼
ࢀ
Ճ
අ
／
１
人
１
千
円

（
食
事
代
、
保
険
料
）
▼
ਃ
し
ࠐ
み
／

７
月
24
日
㈬
ま
で
八
幡
総
合
支
所
地
域

振
興
課
地
域
振
興
係
へ 

☎
６
４
‐
３
１

１
１

◆
雨
天
時
は
石
器
作
り
や
魚
の
塩
焼
き

体
験
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

60
ࡀ
୅
உ
ੑ
޲
͚
ӡ
動
ڭ
ࣨ

ड
ߨ
ੜ
ื
ू

日
時
／
８
月
９
日
、
16
日
、
23
日
、
30

日
、
９
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日

の
金
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
（
全

８
回
）
▼
৔
ॴ
／
中
町
に
ぎ
わ
い
健

康
プ
ラ
ザ
▼
ର
৅
／
本
市
在
住
の
お
お

む
ね
60
歳
代
の
男
性
（
過
去
に
受
講
し

た
方
も
受
講
可
能
で
す
が
、
定
員
を
超

え
た
場
合
、
新
規
の
方
優
先
）
▼
ఆ
һ

／
先
着
20
人
▼
内
༰
／
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー

ル
や
ス
テ
ッ
プ
台
を
使
っ
た
集
団
で
の

運
動
、
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
▼

Ն
ٳ
Έ
਌
子
Լ
ਫ
ಓ
ڭ
ࣨ
ࢀ
Ճ
ऀ
ื
ू

日
時
／
８
月
２
日
㈮
午
前
９
時
〜
正
午

▼
৔
ॴ
／
庄
内
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
庄
内

町
）
▼
ର
৅
／
小
学
４
年
〜
６
年
生
と

保
護
者
▼
ఆ
һ
／
先
着
20
組
40
人
▼
内

༰
／
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
施
設
見
学
、
微
生

物
の
観
察
、
工
作
（
風
力
発
電
工
作
）

▼
අ
用
／
無
料
▼
ਃ
し
ࠐ
み
／
７
月
23

日
㈫
ま
で
市
上
下
水
道
部
管
理
課
管
理

係
へ 

☎
２
２
‐
１
８
１
２

酒
田
ਫ
ӭ
ڭ
ࣨ 

Ն
ٳ
Έ
୹
ظ
ਫ
ӭ
ڭ
ࣨ

ừ
ᶃ
ֶ
ಐ
ਫ
ӭ
ڭ
ࣨ
Ử

日
時
／
８
月
９
日
㈮
〜
11
日
㈰
（
３
日

間
）ở
ޕ
前
の
෦
Ỡ
午
前
９
時
〜
10
時 

ở
ޕ
ޙ
の
෦
Ỡ
午
後
１
時
45
分
〜
２
時

45
分
▼
ର
৅
／
小
学
生
▼
ఆ
һ
／
各
先

着
50
人
▼
内
༰
／
水
な
れ
、
ク
ロ
ー
ル

を
中
心
と
し
た
水
泳
の
練
習
▼
අ
用
／

午
前
ま
た
は
午
後
ど
ち
ら
か
の
場
合
２

千
円
、
両
方
参
加
の
場
合
３
千
５
０
０

円
（
受
講
料
）

ừ
ᶄ
༮
ࣇ
ਫ
ӭ
ڭ
ࣨ
Ử

日
時
／
８
月
９
日
㈮
〜
11
日
㈰
午
後
３

時
25
分
〜
４
時
15
分
（
３
日
間
）
▼
ର

৅
／
３
歳
児
か
ら
年
長
児
▼
ఆ
һ
／
先

着
30
人
▼
内
༰
／
水
な
れ
▼
අ
用
／
３

千
５
０
０
円
（
受
講
料
）

ừ
ᶃ
ᶄ
ڞ
通
Ử
৔
ॴ
／
光
ケ
丘
プ
ー
ル

▼
ਃ
し
ࠐ
み
／
７
月
２
日
㈫
〜
８
月
４

日
㈰
に
費
用
を
添
え
て
酒
田
水
泳
教
室
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দ
ࢁ
จ
Խ
伝
ঝ
ؗ
ὸ
̒
̎
ổ
̎
̒
̏
̎

月
༵
日（
ॕ
日
の
৔
߹
は
ཌ
日
）

ٳ
ؗ

◆
昔
か
ら
の
手
仕
事
展
―
ず
っ
と
、
と

な
り
に
― 

◆
陶
芸
家
土
田
英
里
子
お

い
し
い
器
展
﹇
８
月
25
日
㈰
ま
で
﹈

ừ
ᴳ
ౡ
ほ
う
き
ख
作
り
の
ձ
ձ
௕ 

日
Լ
෦
市
༤
ࢯ
に
Α
る
Ϊ
Ỿ
ラ
Ϧ
ồ

ト
ồ
Ϋ
Ử
日
時
／
７
月
７
日
㈰
午
前
10

時
〜
▼
内
༰
／
槇
島
ほ
う
き
の
作
り
方

と
守
り
方
▼
අ
用
／
無
料（
入
館
料
別
）

ừ
Χ
ッ
ϓ
作
り
ϫ
ồ
Ϋ
シ
ἀ
ッ
ϓ
Ử
日

時
／
７
月
28
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
（
随
時
受
け
付
け
）
▼
අ
用
／
２
千

円
（
体
験
料
、材
料
代
。
入
館
料
別
途
）

˔
真
Լ
ܚ
࣏
ه
೦
ࣨ

◆
最
上
川
Ⅰ
﹇
８
月
25
日
㈰
ま
で
﹈

ޫ
ٰ
จ
ݿ

（
த
ொ
ி
ࣷ
̑
֊
）

ὸ
̎
̎
ổ
̌
̑
̑
̍

౔
༵
ɾ
日
༵
日
、ॕ
日
ٳ
ؗ

◆
所
蔵
資
料
展
「
群
書
類
従
」
に
記
載

さ
れ
た
古
典
籍
﹇
９
月
27
日
㈮
ま
で
﹈

Ѩ
෦
ه
೦
ؗ

ὸ
̒
̎
ổ
̎
̕
̎
̑

ۚ
༵
ɾ
౔
༵
ɾ
日
༵
日
、ॕ
日
開
ؗ

ừ
ৗ
ઃ
Ử
阿
部
次
郎
の
書
・
書
簡
・
原
稿
、

阿
部
襄
の
貝
の
標
本
、
阿
部
家
ゆ
か
り

の
遺
品
な
ど
（
土
曜
・
日
曜
日
は
小
中

学
生
以
下
無
料
）

ひ
Β
た

λ
΢
ン
η
ン
λ
ー
ὸ
̑
̎
ổ
̏
̕
̍
̍

◆
北
墨
会
水
墨
画
展
﹇
７
月
20
日
㈯
ま
で
﹈

市
役
所
正
面
玄
関
前
特
設
テ
ン
ト
▼
内

༰
／
メ
ロ
ン
の
試
食
販
売

⹂
市
೶
੓
՝
૯
߹
೶
੓
 ܎

ὸ
̎
̒
ổ
̑

̓
̕
̎示

展酒
田
市
ඒ
ज़
ؗ

ὸ
̏
̍
ổ
̌
̌
̕
̑

̓
月
16
日
 
Ỗ
20
日
​
ٳ
ؗ

◆
特
別
企
画
展
―
心
ゆ
さ
ぶ
る
写
実
絵

画
―
ホ
キ
美
術
館
名
品
展
﹇
７
月
15
日

㈷
ま
で
﹈

◆
特
別
展 

遊
び
ご
こ
ろ
の
「
か
・
た
・

ち
」
展
﹇
７
月
21
日
㈰
〜
９
月
１
日
㈰
﹈

（
裏
表
紙
参
照
）

ừ
市
ຽ
Ϊ
Ỿ
ラ
Ϧ
ồ
ల
ࣔ
Ử

◆
酒
田
如
月
会
水
墨
画
展
﹇
７
月
22
日

㈪
〜
28
日
㈰
﹈

酒
田
市
ཱ
ࢿ
ྉ
ؗ
ὸ
̎
̐
ổ
̒
̑
̐
̐

ձ
ظ
中
ແ
ٳ

◆
写
真
で
ふ
り
か
え
る
昭
和
・
平
成
の

酒
田
﹇
９
月
２
日
㈪
ま
で
﹈ 

౔
໳
ἡ
ه
೦
ؗ

ὸ
̏
̍
ổ
̌
̌
̎
̔

̓
月
16
日
 
Ỗ
18
日
 
ల
ࣔ
ସ

͑
の
た
め
ྟ
時
ٳ
ؗ

◆
特
別
展 

昭
和
を
見
つ
め
る
目 

田
沼

武
能
と
土
門
拳 

◆
古
寺
巡
礼 

わ
が
仏

像
10
選
﹇
７
月
15
日
㈷
ま
で
﹈

◆
生
誕
１
１
０
年 

土
門
拳 

鬼
が
撮
っ

た
日
本﹇
７
月
19
日
㈮
〜
９
月
23
日
㈷
﹈

（
裏
表
紙
参
照
）

／
５
１
０
円
▼
ਃ
し
ࠐ
み
／
講
習
会
開

催
日
の
前
日
ま
で
電
話
で
平
田
総
合
支

所
地
域
振
興
課
健
康
福
祉
係
へ
☎
５
２‐

３
９
１
１

◆
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
は
不
可

ベ
ン
ト

イদ
ࢁ
৓
ᅿ
ؗ
د
੮

ܡ
ถ
ࢵ
ɾ
݄
௾
ఱ
 ࢖

ೋ
ਓ
ձ

日
時
／
７
月
20
日
㈯
午
後
６
時
〜
（
５

時
30
分
開
場
）
▼
৔
ॴ
／
松
山
城
址
館

▼
ग़
ԋ
ऀ
／
桂
米
紫
氏
、
月
亭
天
使
氏

▼
අ
用
（
શ
੮
自
༝
）
／
１
千
５
０

０
円
▼
ν
έ
ッ
ト
ൢ
ച
／
松
山
城
址
館
、

松
山
文
化
伝
承
館

⹂
দ
ࢁ
৓
ᅿ
ؗ 

ὸ
̒
̍
ổ
̐
̔
̔
̑

ủ
も
っ
と
！
ϝ
ϩ
ン
が
޷
͖
に
ͳ
る
Ứ

ঙ
内
࠭
ٰ
ϝ
ϩ
ン
̥
̧
Π
ϕ
ン
τ

　

毎
月
６
日
は
メ
ロ
ン
の
日
。
本
市
特

産
の
庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
が
旬
を
迎
え
る

７
月
の
メ
ロ
ン
の
日
に
合
わ
せ
て
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。

ừ
ϝ
ϩ
ン
̥
̧
ల
ࣔ
Ử
ظ
間
／
７
月
１

日
㈪
〜
５
日
㈮
▼
৔
ॴ
／
市
役
所
１
階

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
▼
内
༰
／
メ
ロ
ン
Ｐ

Ｒ
パ
ネ
ル
展
示
、
メ
ロ
ン
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト

ừ
ϝ
ϩ
ン
Ϛ
ϧ
シ
ỻ
Ử
日
時
／
７
月
５

日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
▼
৔
ॴ
／

◆
就
学
支
援
を
受
け
て
い
る
方
は
費
用

が
無
料
。
社
会
教
育
文
化
課
文
化
芸
術

係 

☎
２
４
‐２
９
８
２
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

Ն
ٳ
Έ
਌
子
ϫ
ー
Ϋ
γ
ἀ
ỽ
ϓ

ϐ
ン
ϗ
ー
ϧ
Χ
ϝ
ラ
ମ
ݧ
ڭ
ࣨ

日
時
／
７
月
28
日
㈰
ừ
ޕ
前
の
෦
Ử

午
前
９
時
30
分
〜
正
午 

ừ
ޕ
ޙ
の
෦
Ử　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分
▼
৔
ॴ
／
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
▼
ର
৅
／
小
中
学
生
と

保
護
者（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
必
須
）

▼
ఆ
һ
／
各
回
先
着
20
組
▼
内
༰
／
親

子
で
ピ
ン
ホ
ー
ル
カ
メ
ラ
の
組
み
立
て

か
ら
、
白
黒
写
真
の
撮
影
、
現
像
、
プ

リ
ン
ト
ま
で
を
体
験
▼
ߨ
ࢣ
／（
公
社
）

日
本
写
真
協
会
▼
අ
用
／
１
千
円
（
材

料
費
、
保
険
料
）
▼
ਃ
し
ࠐ
み
／
７
月

７
日
㈰
午
前
10
時
〜
土
門
拳
記
念
館
へ 

☎
３
１
‐０
０
２
８

◆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
募
集
を
し
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ひ
Β
た
λ
΢
ン
η
ン
λ
ー

ے
ྗ
τ
レ
ー
χ
ン
ά
ث
۩
ར
༻
ߨ

श
ձ
ࢀ
Ճ
ऀ
ื
ू

日
時
／
８
月
６
日
㈫
午
後
７
時
〜
９
時
、

７
日
㈬
午
前
９
時
〜
11
時
▼
৔
ॴ
／
ひ

ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
▼
ର
৅
／
高
校

生
以
上
▼
ఆ
һ
／
各
日
先
着
20
人
▼
࣋

ち
物
／
筆
記
用
具
、
内
ズ
ッ
ク
▼
අ
用
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２
６
‐５
７
２
５

◆
予
約
の
方
を
優
先
し
ま
す
が
、
当
日

も
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

か
た
情
報
ひ
ろ
ば

さ
― 

国・県・市
民
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ 

―

ফ
අ
੫
ܰ
ݮ
੫
཰
੍
౓
౳
આ
໌
ձ

日
時
／
７
月
17
日
㈬
、
24
日
㈬
午
前
10

時
30
分
〜
正
午
、
午
後
３
時
〜
４
時
30

分
▼
৔
ॴ
／
酒
田
税
務
署
（
光
ケ
丘
二

丁
目
）
▼
ఆ
һ
／
各
回
先
着
20
人
▼
内

༰
／
軽
減
税
率
の
説
明
な
ど
▼
ਃ
し
ࠐ

み
／
事
前
に
酒
田
税
務
署
法
人
課
税
部

門
へ 

☎
３
３
‐
１
４
６
２

஍
ํ
ಠ
ཱ
行
੓
๏
ਓ
ࢁ
ܗ
ݝ
ɾ
酒
田

市
ප
Ӄ
ػ
 ߏ

৬
һ
࠾
༻
ࢼ
ݧ

࠾
用
時
ظ
／
令
和
２
年
４
月
▼
ۈ
຿
஍

／
同
法
人
関
連
施
設
の
い
ず
れ
か
▼
৬

छ
／
看
護
師
（
ま
た
は
助
産
師
）
▼
࠾

用
人
਺
／
40
人
程
度
▼
ड
ݧ
ࢿ
֨
／

昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、
看
護
師
免
許
（
助
産
師
の
方
は

助
産
師
免
許
も
）
を
有
す
る
方
、
ま
た

は
令
和
２
年
５
月
末
ま
で
に
当
該
免
許

を
取
得
す
る
見
込
み
の
方
▼
ࢼ
ݧ
日
／

ừ
̍
࣍
Ử
８
月
３
日
㈯
▼
内
༰
／
性
格

検
査
、
専
門
試
験 

ừ
̎
࣍
Ử
８
月
24
日

㈯
▼
内
༰
／
面
接
試
験
▼
ừ
̍
࣍
ɾ
̎

࣍
ڞ
通
Ử
৔
ॴ
／
日
本
海
総
合
病
院
▼

し
ࠐ
み
／
７
月
５
日
㈮
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
に
、
電
話
で
市
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
市
民
相
談
室
へ 

☎
２

６
‐５
７
２
６

೔
ห
࿈
ަ
௨
ࣄ
ނ
ແ
ྉ
๏
཯
૬
ஊ

日
時
／
７
月
26
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
（
受
け
付
け
は
３
時
30
分
ま
で
）

▼
৔
ॴ
／
市
役
所
２
階
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
▼
૬
ஊ
һ
／
加
藤
栄
弁
護
士
（
示

談
、
あ
っ
せ
ん
も
可
）
▼
ਃ
し
ࠐ
み
／

当
日
会
場
へ

⹂
ࢁ
ܗ
ݝ
ห
ޢ
࢜
ձ 

ὸ
̌
̎
̏
ổ
̒
̏

̑
ổ
̏
̒
̐
̔

ۭ
͖
Ո
౳
ແ
ྉ
૬
ஊ
ձ

日
時
／
８
月
４
日
㈰
午
後
１
時
〜
３
時

▼
৔
ॴ
／
酒
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
ର
৅
／
本
市
に
空
き
家
（
今
後
空
き

家
に
な
る
見
込
み
の
家
を
含
む
）
な
ど

を
所
有
し
て
い
る
方
、
空
き
家
な
ど
を

買
い
た
い
方
・
借
り
た
い
方
な
ど
▼
૬

ஊ
内
༰
／
空
き
家
・
空
き
地
に
関
す
る

売
買
、
賃
貸
借
あ
っ
せ
ん
、
相
続
手
続

き
、
登
記
・
調
査
・
測
量
、
解
体
、
融

資
な
ど
の
相
談
▼
૬
ஊ
һ
／
酒
田
市
空

き
家
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
加
盟
協

会
（
宅
地
建
物
取
引
業
者
、
司
法
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
、
行
政
書
士
、
解
体

業
者
、
金
融
機
関
）
▼
අ
用
／
無
料
▼

ਃ
し
ࠐ
み
／
８
月
２
日
㈮
ま
で
市
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
地
域
づ
く
り
係
へ 

☎

歴
史
を
紐
解
く
﹇
７
月
中
旬
ま
で
﹈

෣
່
஡
԰ 

૬
അ
ᒭ

஛
ٱ
ເ
ೋ
ඒ
ज़
ؗ

ὸ
̎
̍
ổ
̎
̏
̍
̌

ਫ
༵
日
ٳ
ؗ

ừ
ৗ
ઃ
Ử竹
久
夢
二
美
術
館
、新
田
嘉
一

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、現
代
雛

ࢁ
Ԧ
͘
Β
Ϳ

ὸ
̎
̎
ổ
̌
̍
̐
̒

◆
第
14
回
湊
町
酒
田
の
傘
福
﹇
12
月
27

日
㈮
ま
で
﹈

ừ
ৗ
ઃ
Ử人
形
作
家 

辻
村
寿
三
郎
作「
さ

か
た
の
雛
あ
そ
び
」「
舞
妓
」

͋
い
お
い

工
౻
ඒ
ज़
ؗ

ὸ
̌
̕
̌
ổ
̎
̔
̐
̒
ổ
̒
̔
̐
̒

ۚ
༵
Ỗ
日
༵
日
、ॕ
日
開
ؗ

◆「
涼
し
さ
の
美
」紅
と
藍
の
着
物（
古

代
〜
明
治
）・
ガ
ラ
ス
の
器
﹇
７
月
５

日
㈮
〜
８
月
31
日
㈰
﹈

ừ
ৗ
ઃ
Ử
˗
庄
内
の
民
芸
品 

◆
土
人
形 

◆
民
具
な
ど

談
相ແ

ྉ
๏
཯
૬
ஊ

日
時
／
７
月
23
日
㈫
午
後
５
時
〜
８
時

▼
৔
ॴ
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
ର
৅
／
本

市
、
三
川
町
、
庄
内
町
、
遊
佐
町
在
住

か
、
本
市
に
勤
務
先
が
あ
る
方
▼
ఆ
һ

／
先
着
６
人
▼
内
༰
／
法
律
に
関
す
る

相
談
（
本
人
の
こ
と
に
限
る
。
申
込
時

に
相
談
の
概
要
と
住
所
、
氏
名
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

▼
૬
ஊ
һ
／
新
井
野
裕
司
弁
護
士
▼
ਃ

ຊ
ؒ
ඒ
ज़
ؗ

ὸ
̎
̐
ổ
̐
̏
̍
̍

˔
美
ज़
ల
ཡ
ձ
৔

◆
茶
の
湯
の
世
界
―
中
国
絵
画
と
と
も

に
―
﹇
７
月
９
日
㈫
ま
で
﹈

◆
親
子
で
楽
し
む
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

絵

の
中
の
動
物
た
ち
﹇
７
月
11
日
㈭
〜
８

月
26
日
㈪
﹈

ừ
ֶ
ܳ
һ
の
Ϊ
Ỿ
ラ
Ϧ
ồ
ト
ồ
Ϋ
Ử
日

時
／
７
月
28
日
㈰
午
後
２
時
〜

˔
ਗ਼
ԕ
ֳ
ձ
৔

◆
武
家
文
書
展
﹇
７
月
２
日
㈫
ま
で
﹈

◆
俳
諧
資
料
展
﹇
７
月
３
日
㈬
〜
８
月

20
日
㈫
﹈

ừ
ਗ਼
ԕ
ֳ
஡
ձ
（
ཪ
ઍ
Ո
୶
ަ
ձ
ঙ
内

ࢧ
෦
酒
田
஍
۠
）Ử
日
時
／
７
月
７
日

㈰
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分
▼

අ
用
／
１
千
２
０
０
円（
入
館
料
込
み
）

▼
ਃ
し
ࠐ
み
／
当
日
同
館
へ

酒
田
ເ
の
۞
ָ

ủ
՚
の
ؗ
Ứ

ὸ
̎
̎
ổ
̍
̎
̎
̏

◆
酒
田
伝
統
工
芸 

匠
の
技
展
﹇
７
月

29
日
㈪
ま
で
﹈

ừ
ৗ
ઃ
（
ೖ
৔
ແ
ྉ
）Ử
◆
栄
華
を
誇
っ

た
本
間
家
の
「
亀
笠
鉾
」 

◆
人
形
作
家 

大
滝
博
子
の
世
界「
お
し
ん
」人
形
ギ
ャ

ラ
リ
ー

ຊ
ؒ
Ո
چ
ຊ
ఛ

ὸ
̎
̎
ổ
̏
̑
̒
̎

◆
創
業
３
３
０
年
特
別
企
画
展 

伝
来

さ
れ
た
品
々 

事
業
と
物
語
―
歴
史
と

歩
む
―
絵
図
、
古
文
書
、
書
簡
な
ど
で
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ン
タ
ー
へ 

☎
３
１
‐
２
７
０
０

ݝ
ཱ
࢈
ۀ
ٕ
ज़
୹
ظ
େ
ֶ
校
ঙ
内
校

Φ
ー
ϓ
ン
Ω
Ỿ
ン
ύ
ε

日
時
／
７
月
21
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
０
時
30
分
▼
内
༰
／
学
校
説
明
会
、

各
学
科
説
明
、
体
験
学
習
、
施
設
見
学

▼
අ
用
／
無
料
▼
ਃ
し
ࠐ
み
／
同
校
教

務
学
生
課
へ 

☎
３
１
‐
２
３
０
０

์
ૹ
େ
ֶ
ࢁ
ܗ
ֶ
श
η
ン
λ
ー

Ն
ٳ
Έ
਌
子
Պ
ֶ
ڭ
ࣨ

日
時
／
８
月
４
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
45
分
▼
৔
ॴ
／
公
益
ホ
ー
ル
▼
内

༰
／
「
今
年
は
国
際
周
期
律
表
年
２
０

１
９
年
」
元
素
の
発
見
に
関
す
る
実

験
を
行
い
、
元
素
発
見
の
歴
史
を
学
習

す
る
▼
ߨ
ࢣ
／
放
送
大
学
客
員
教
授 

栗
山
恭
直
氏
（
山
形
大
学
教
授
）
▼
අ

用
／
無
料
▼
ਃ
し
ࠐ
み
／
７
月
28
日
㈰

ま
で
同
セ
ン
タ
ー
へ 

☎
０
２
３
‐
６
４

６
‐８
８
３
６

ୈ
̓
回
େ
௨
Γ
঎
ళ
֗
π
ア
ー

日
時
／
７
月
13
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

０
時
30
分
▼
ू
߹
৔
ॴ
／
大
通
り
公
園

▼
ఆ
һ
／
先
着
20
人
▼
内
༰
／
商
店
街

の
店
舗
、
市
立
資
料
館
の
見
学
な
ど
▼

අ
用
／
無
料
▼
ਃ
し
ࠐ
み
／
７
月
３
日

㈬
ま
で
の
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
に
大

通
り
商
店
街
振
興
組
合
へ 

☎
２
２
‐
４

３
７
３

酒
田
ر
๬
Ի
ָ
ࡇ
̎
̌
１
̕
ࢧ
ԉ
ࣄ
ۀ

Ֆ
Ԧ
ϑ
Ỹ
ϛ
Ϧ
ー
ί
ン
α
ー
τ 

in 

酒
田

ủ
う
た
Ứの
໊
ۂ
ˍ
Φ
ϖ
ラủ
Χ
ϧ
ϝ
ン
Ứ

ϋ
Π
ラ
Π
τ

日
時
／
９
月
16
日
㈷
午
後
１
時
30
分

〜
（
１
時
開
場
）
▼
৔
ॴ
／
希
望
ホ
ー

ル
▼
ग़
ԋ
ऀ
／
林
美
智
子
氏
（
メ
ゾ
・

ソ
プ
ラ
ノ
）、
西
村
悟
氏
（
テ
ノ
ー
ル
）、

石
野
真
穂
氏（
ピ
ア
ノ
）、
大
竹
し
の
ぶ

氏
（
語
り
）
▼
ྉ
ۚ
（
શ
੮
自
༝
）
／

１
千
円
▼
ϓ
Ϩ
イ
Ψ
イ
υ
／
マ
リ
ー
ン

５
清
水
屋
、
み
ず
ほ
八
文
字
屋
、
市
内

楽
器
店
、
希
望
ホ
ー
ル

◆
チ
ケ
ッ
ト
収
入
は
全
額
、
本
市
の
中

学
校
音
楽
教
育
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

◆
就
学
前
児
童
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

◆
託
児
１
人
５
０
０
円
。
事
前
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
に
こ
っ
と
へ 

☎
２
３
‐６
３
３
０

⹂
花
Ԧ
᷂
酒
田
޻
৔ 

ὸ
̏
̐
ổ
̑
̑
̍
̓

ݝ
ཱ
ঙ
内
৬
ۀ
ೳ
ྗ
։
ൃ
η
ン
λ
ー

Φ
ー
ϓ
ン
Ω
Ỿ
ン
ύ
ε

日
時
／
７
月
28
日
㈰
ừ
ޕ
前
の
෦
Ử
午

前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

ừ
ޕ
ޙ
の

෦
Ử
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
▼
৔

ॴ
／
同
セ
ン
タ
ー
▼
ର
৅
／
中
学
生
、

高
校
生
、
保
護
者
、
求
職
者
な
ど
▼
内

༰
／
金
属
技
術
科
に
関
す
る
概
要
説
明

お
よ
び
施
設
内
見
学
、
体
験
実
習
（
３

次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
よ
る
モ
デ
リ
ン
グ
）
な

ど
▼
අ
用
／
無
料
▼
ਃ
し
ࠐ
み
／
同
セ

い
し
ま
す
。

⹂
ࢁ
ܗ
ݝ
海
と
ॷ
؀
ڥ
美
Խ
ਪ
ਐ
ڠ
ձ

（
ঙ
内
૯
߹
ࢧ
ி
ਫ
࢈
ৼ
ڵ
՝
内
）
ࣄ

຿
 ہ

ὸ
̎
̐
ổ
̒
̌
̐
̍

ແ
ਓ
ϔ
Ϧ
ί
ϓ
λ
ー
に
Α
る

Ұ
੪
๷
আ
が
࢝
ま
Γ
ま
す

　

水
稲
・
大
豆
の
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
る
防
除
作
業
が
各
地
域
で
始
ま
り

ま
す
。
期
間
中
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

な
い
よ
う
に
、
万
全
の
対
策
を
講
じ
、

安
全
作
業
に
努
め
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

๷
আ
ظ
間
／
７
月
上
旬
〜
９
月
上
旬

⹂
̟
̖
ঙ
内
み
ど
り
Ӧ
೶
ا
ը
՝
内

̟
̖
ঙ
内
み
ど
り
ແ
人
ϔ
Ϧ
๷
আ
࿈
བྷ

ڠ
ٞ
ձ
ࣄ
຿
 ہ

ὸ
̎
̒
ổ
̑
̒
̏
̍

ঙ
内
஍
Ҭ

ए
ऀ
α
ϙ
ー
τ
ε
ς
ー
γ
ἀ
ン

　

長
い
間
、
働
く
機
会
が
な
か
っ
た
方

や
働
き
出
し
た
い
け
ど
何
か
ら
始
め
れ

ば
い
い
の
か
、
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
を
も
っ
て
い
る
方
に
寄
り
添
い
、
自

立
に
向
け
た
就
労
支
援
の
窓
口
相
談
を

し
て
い
ま
す
。

৔
ॴ
／
市
役
所
中
町
庁
舎
２
階 

ジ
ョ

ブ
プ
ラ
ザ
さ
か
た
（
中
町
一
丁
目
）
▼

૬
ஊ
／
月
曜
〜
金
曜
日
の
平
日
午
前

10
時
〜
午
後
６
時
▼
ి
࿩
／
２
３
‐
１

７
７
７
▼
ϗ
ồ
ム
ϖ
ồ
δ
／http://

w
w
w
.yam
agata-saposute.com

߹
֨
ൃ
ද
／
ừ
̍
࣍
Ử
８
月
中
旬 

ừ
最

ऴ
߹
֨
ൃ
ද
Ử
９
月
中
旬

◆
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
受
験
案
内

（
受
験
申
込
書
付
き
）
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
受
験
案
内
は
同
法
人
関
連
施
設
に

あ
る
ほ
か
、
同
法
人
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.nihonkai-hos. jp/

adoption.htm
l

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

⹂
日
本
海
૯
߹
ප
Ӄ
૯
຿
՝ 

ὸ
̎
ổ̒

̎
̌
̌
̍

目
ࢦ
ͤ
ւ
の
ࣄ
ނ
θ
ϩ
！

　

海
水
浴
を
す
る
時
は
、
定
め
ら
れ
た

海
水
浴
場
や
期
間
を
守
り
遊
泳
し
ま

し
ょ
う
。
海
上
保
安
庁
へ
の
緊
急
通
報

は
１
１
８
番
へ
。

◆
山
形
県
の
海
に
関
す
る
事
故
事
例
に

つ
い
て
は
、
酒
田
海
上
保
安
部
交
通
課 

☎
２
４
‐
０
０
５
５
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

ւ
の
Ӌ
ࠜ
ื
ۚ
に
͝
ڠ
ྗ
を

お
ئ
い
し
ま
す

　

山
形
県
海
と
渚
環
境
美
化
推
進
協
会

で
は
、
７
月
１
日
〜
31
日
に
海
の
環
境

美
化
を
目
的
と
し
た
「
海
の
羽
根
」
募

金
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
募
金
場
所

は
、
市
役
所
、
町
役
場
、
庄
内
総
合
支

庁
、
県
漁
協
な
ど
で
す
。
山
形
県
の
豊

か
な
海
を
守
る
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
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午
後
５
時
に
酒
田
市
母
子
福
祉
ね
む
の

木
会
へ 

☎
２
３
‐５
７
６
５

ௗ
ւ
ࢁ
ࠛ
஬
ラ
Ϙ
！

ࠛ
஬
࠾
ू
と
ඪ
ຊ
を
࡞
Ζ
う
！

日
時
／
７
月
20
日
㈯
午
前
８
時
〜
午
後

３
時
▼
৔
ॴ
／
鳥
海
イ
ヌ
ワ
シ
み
ら
い

館
（
草
津
）
▼
ର
৅
／
小
中
学
生
の
親

子
▼
ఆ
һ
／
先
着
30
人
▼
内
༰
／
昆
虫

採
集
と
標
本
作
り
、
鳥
海
高
原
で
見
ら

れ
る
昆
虫
を
学
ぶ
▼
ߨ
ࢣ
／
庄
内
昆
虫

同
好
会
、
希
少
種
保
護
増
殖
等
専
門
員 

長
船
裕
紀
氏
▼
අ
用
／
子
ど
も
５
０
０

円
、
大
人
３
０
０
円
（
標
本
作
成
用
具
、

保
険
、
資
料
代
）
▼
࣋
ち
物
／
虫
捕
り

網
・
か
ご
（
貸
出
あ
り
）、
昼
食
、
飲

み
物
、
タ
オ
ル
、
虫
よ
け
、
日
焼
け
止

め
、
図
鑑
、
雨
具
▼
෰
૷
／
長
袖
長
ズ

ボ
ン
、
歩
き
や
す
い
靴
、
帽
子
▼
ਃ
し

ࠐ
み
／
７
月
１
日
㈪
〜
17
日
㈬
午
後
５

時
ま
で
に
猛
禽
類
保
護
セ
ン
タ
ー
活
用

協
議
会
へ 

☎
６
４
‐
４
６
８
１

◆
標
本
作
成
用
具
は
子
ど
も
に
の
み
配

布
。
必
要
な
方
に
は
標
本
箱
（
Ａ
４
サ

イ
ズ
）
を
１
個
８
０
０
円
で
販
売
。

目
や
ݟ
え
ํ
の
૬
ஊ
ձ

ア
Π
ɾ
α
ϙ
ー
τ
૬
ஊ
ձ

日
時
／
９
月
12
日
㈭
、
13
日
㈮
▼
৔
ॴ

／
庄
内
教
育
事
務
所
（
三
川
町
）
▼
ର

৅
／
目
や
見
え
方
に
不
安
の
あ
る
方
、

生
活
や
学
習
上
不
便
が
あ
る
方
▼
ਃ
し

配
な
方
、
乳
房
手
術
後
の
方
▼
内
༰
／

各
専
門
店
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
相

談
▼
අ
用
／
無
料
▼
ਃ
し
ࠐ
み
／
当
日

会
場
へ

⹂
ಉ
ප
Ӄ
が
ん
૬
ஊ
ࢧ
ԉ
η
ン
タ
ồ 

ὸ
̎
̒
ổ
̑
̎
̔
̎

ủ
͞
͔
た
北
લ
ே
市
Ứग़
ళ
ऀ
ื
ू

日
時
／
７
月
〜
11
月
の
毎
月
第
１
日
曜

日
午
前
７
時
〜
10
時
▼
৔
ॴ
／
柳
小
路

周
辺
▼
ର
৅
／
本
市
を
中
心
と
し
た

庄
内
特
産
品
の
農
林
水
産
物
、
加
工

品
、
工
芸
品
を
販
売
で
き
る
方
▼
ਃ
し

ࠐ
み
／
さ
か
た
北
前
朝
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.sakata-

kitam
aeasaichi.net/

）
よ
り

◆
第
１
回
目
の
「
さ
か
た
北
前
朝
市
」

は
７
月
７
日
㈰
開
催
し
ま
す
。

⹂
さ
か
た
北
前
ே
市
ࣄ
຿
 ہ

ὸ
̎
ổ̑

̏
̍
̌
̌

ひ
と
Γ
਌
Ո
ఉ
の
਌
子
レ
Ϋ
Ϧ
Τ
ー

γ
ἀ
ン
ࢀ
Ճ
ऀ
ื
ू

日
時
／
７
月
28
日
㈰
午
前
６
時
50
分
〜

午
後
７
時
▼
ू
߹
／
酒
田
市
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
新
橋
二
丁
目
）
▼
ର
৅
／

ひ
と
り
親
家
庭
（
子
ど
も
は
小
学
生
以

下
）
▼
ఆ
һ
／
40
人
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
▼
ߦ
き
ઌ
／
八
木
山

ベ
ニ
ー
ラ
ン
ド
と
八
木
山
動
物
園
▼
අ

用
／
大
人
７
０
０
円
、
子
ど
も
３
０
０

円
▼
ਃ
し
ࠐ
み
／
７
月
13
日
㈯
正
午
〜

同
校
▼
ର
৅
／
教
育
関
係
者
、
同
校
の

教
育
に
関
心
の
あ
る
方
▼
ਃ
し
ࠐ
み
／

当
日
会
場
へ

⹂
ಉ
 ߍ

ὸ
̏
̐
ổ
̎
̌
̎
̒

市
ຽ
ެ
։
ߨ
ủ࠲
が
Μ
を
௨
し
て
ֶ

Ϳ 

ݱ
୅
の
ࢮ
ੜ
؍
Ứ

日
時
／
７
月
28
日
㈰
午
後
２
時
〜
▼
৔

ॴ
／
ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
＆
ガ
ー
デ
ン
酒
田

（
若
竹
町
1
丁
目
）
▼
ର
৅
／
ど
な
た

で
も
▼
内
༰
／
保
坂
サ
イ
コ
オ
ン
コ
ロ

ジ
ー
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長 

保
坂
隆
氏

に
よ
る
が
ん
と
死
生
観
に
関
す
る
講
演

▼
අ
用
／
無
料
▼
ਃ
し
ࠐ
み
／
当
日
会

場
へ

⹂
日
本
海
૯
߹
ප
Ӄ
ҩ
ࣄ
՝ 

ὸ
̎
ổ̒

̎
̌
̌
̍

ঙ
内
ೝ
஌
঱
の
ͭ
ど
い
ࢀ
Ճ
ऀ
ื
ू

日
時
／
７
月
13
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

▼
৔
ॴ
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
内
༰

／
認
知
症
に
関
す
る
相
談
や
情
報
交
換
、

介
護
者
交
流
会
な
ど
▼
අ
用
／
無
料
▼

ਃ
し
ࠐ
み
／
当
日
会
場
へ

⹂
ೝ
஌
঱
の
人
と
Ո
଒
の
ձ
ࢁ
ܗ
ݝ
ࢧ

෦
ঙ
内
୅
ද
、ࠤ
౻ 

ὸ
̓
̍
ổ
̎
̍
̏
̌

ҩ
ྍ
༻
΢
ỹ
ỽ
ά
と
ೕ
๪
手
ज़
後

ิ
੔
Լ
ண
の
߹
ಉ
૬
ஊ
ձ

日
時
／
７
月
25
日
㈭
午
後
１
時
〜
３
時

▼
৔
ॴ
／
日
本
海
総
合
病
院
２
階 

講

堂
▼
ର
৅
／
が
ん
治
療
中
で
脱
毛
が
心

౦
ژ
̎
̌
̎
̌
Φ
Ϧ
ン
ϐ
ỽ
Ϋ
੟
Ր

ラ
ン
φ
ー
ื
（ू
ݝ
内
ϧ
ー
τ
）

ื
ू
ظ
間
／
７
月
１
日
㈪
〜
８
月
31
日

㈯
▼
開
催
日
／
２
０
２
０
年
６
月
７
日

㈰
〜
８
日
㈪
▼
Ԡ
ื
ཁ
݅
／
①
２
０
０

８
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方 

②
山
形
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
（
国
籍
、

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）
③
そ
の
他
、
山

形
県
実
行
委
員
会
の
募
集
要
項
に
よ
る

▼
Ԡ
ื
方
๏
／
同
実
行
委
員
会
が
開
設

す
る
専
用
サ
イ
ト
か
ら
応
募
ま
た
は
郵

送
（
郵
送
の
場
合
は
書
留
ま
た
は
簡
易

書
留
の
み
有
効
。
８
月
31
日
ま
で
の
消

印
有
効
）

⹂
ࢁ
ܗ
ݝ
੟
Ր
ラ
ン
φ
ồ
ื
ू
コ
ồ
ϧ
η

ン
タ
ồ 

̌
̑
̓
̌
ổ
̎
̌
̌
̍
̔
̍

ୈ
４
回
τ
ラ
ϑ
ά
์
ྲྀ
ମ
 ݧ

in 

ঙ
内
඿

日
時
／
７
月
20
日
㈯
10
時
〜
11
時
▼
৔

ॴ
／
吹
浦
漁
港
（
遊
佐
町
）
▼
ఆ
һ
／

親
子
50
人
程
度
▼
අ
用
／
無
料
▼
ਃ
し

ࠐ
み
／
７
月
18
日
㈭
ま
で
庄
内
総
合
支

庁
水
産
振
興
課
へ 

☎
２
４
‐６
０
４
５

◆
詳
し
く
は
同
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

ݝ
ཱ
酒
田
ಛ
ผ
ࢧ
ԉ
ֶ
校

ֶ
校
Ұ
ൠ
ެ
։
೔

日
時
／
７
月
16
日
㈫
ừ
ޕ
前
の
෦
Ử
午

前
８
時
20
分
〜
11
時
30
分 

ừ
ޕ
ޙ
の

෦
Ử
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
▼
৔
ॴ
／
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者
向
け
）
▼
ఆ
һ
／
先
着
10
人

ừ
ڞ
通
Ử
අ
用
／
無
料
▼
ਃ
し
ࠐ
み
／

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ 

☎
２
２‐

３
３
４
４

ࣣ
༦
ί
ン
α
ー
τ

ۏ
と
Ϊ
λ
ー
と
Վ
の
ڞ
ԋ

日
時
／
７
月
７
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分（
１
時
開
場
）▼
৔
ॴ
／
出
羽

遊
心
館
▼
内
༰
／
琴
と
一
緒
に
歌
お
う
、

レ
キ
カ
ン
ガ
ー
ル
ズ
に
よ
る
合
唱
、
酔

奏
楽
部
の
演
奏
▼
࣋
ち
物
／
飲
み
物
▼

අ
用
／
無
料
▼
ਃ
し
ࠐ
み
／
当
日
会
場
へ

⹂
Վ
੠
「
月
Լ
美
人
」、
ࠤ
౻ 

ὸ
̌
̔

̌
ổ
̑
̎
̎
̌
ổ
̑
̓
̕
̓

す
ま
い
る
の
࠵
し

ừ
す
ま
い
る
໊
作
ө
ը
ؑ
賞
ձ
Ử
ظ
日
ɾ

内
༰
／
７
月
３
日
㈬
・「
戦
場
に
掛
け

る
橋
」、10
日
㈬・「
ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
」、17
日
㈬・「
ジ
ョ
ー
ズ
」、24
日
㈬・

「
海
よ
り
も
ま
だ
深
く
」、
31
日
㈬
「
ロ

ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
▼
時
間
／
午

後
１
時
30
分
〜
▼
අ
用
／
無
料

ừ
ύ
ι
コ
ン
ڭ
ࣨ
̓
月
ੜ
ื
ू
Ử
内
༰

／
全
く
初
め
て
の
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
コ
ー
ス
▼
අ
用
／
３
千
２
０
０
円

（
資
料
代
）
▼
ਃ
し
ࠐ
み
／
清
野 

☎
０

８
０
‐３
１
９
４
‐７
６
６
１

ừ
う
た
ご
͑
٤
஡
Ử
日
時
／
７
月
８
日

㈪
午
後
７
時
〜
▼
අ
用
／
４
０
０
円

⹂
す
ま
い
る 

ὸ
̑
̎
ổ
̏
̍
̏
̌

྘
؀
ڥ
੫
ॿ
੒
ࣄ
 ۀ

ୈ
10
回
ௗ
ւ

ࢁ
࿢
ീ
৿
こ
ど
も
ࣗ
વ
ֶ
校

日
時
／
８
月
３
日
㈯
午
後
２
時
30
分
〜

４
日
㈰
午
後
４
時
▼
৔
ॴ
／
八
森
自
然

公
園
▼
ର
৅
／
ど
な
た
で
も
（
小
学
３

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
必
須
）
▼

ఆ
һ
／
先
着
30
人
（
大
人
は
除
く
）
▼

内
༰
／
森
の
キ
ャ
ン
プ
、
ネ
ー
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
、
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
、
川
遊
び
な

ど
▼
අ
用
／
ừ
̍
ധ
̎
日
Ử
大
人
３
千

円
、
子
ど
も
１
千
５
０
０
円
（
食
事

代
、
ゆ
り
ん
こ
入
浴
券
な
ど
） ừ
̐
日

の
み
（
ޕ
前
̔
時
30
分
Ỗ
）Ử
大
人
１

千
円
、
子
ど
も
５
０
０
円
（
昼
食
代
な

ど
）
▼
ਃ
し
ࠐ
み
／
７
月
19
日
㈮
ま

で
〒
９
９
９
‐
８
２
３
１ 

鳥
海
山
八
森

こ
ど
も
自
然
学
校
実
行
委
員
会
事
務

局
へ
郵
送
ま
た
は 

FAX
６
４
‐
２
９
３
２ 

*tom
ow
ashi@

apost.plala.or.jp

γ
χ
ア
޲
͚
ߨ
श
ձ

ừ
Ⴉ
ఆ
ߨ
श
ձ
Ử
日
時
／
７
月
21
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
▼
৔
ॴ
／
平
田

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
▼
内
༰
／
松

の
剪
定
に
つ
い
て
（
実
技
）
▼
ఆ
һ
／

先
着
20
人

ừ
מ
෷
ػ
औ
り
ѻ
い
ߨ
श
ձ
Ử
日
時
／

７
月
24
日
㈬
９
時
30
分
〜
正
午
（
雨
天

時
は
７
月
26
日
㈮
へ
延
期
）
▼
৔
ॴ
／

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
相
生
町
）

▼
内
༰
／
刈
払
機
の
使
用
方
法
（
初
心

月
山
森
ま
で
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
▼
ߨ
ࢣ
／

石
川
一
夫
氏
▼
අ
用
／
２
千
６
０
０
円

▼
ਃ
し
ࠐ
み
／
７
月
16
日
㈫
ま
で
同
旅

行
村
へ 

☎
６
４
‐
４
１
１
１

จ
Խ
ி
伝
౷
จ
Խ
਌
子
ڭ
ࣨ
ࣄ
ۀ

਌
子
お
஡
ମ
ݧ
ڭ
ࣨ

ظ
日
／
７
月
６
日
㈯
、
27
日
㈯
、
８
月

９
日
㈮
、
９
月
21
日
㈯
、
10
月
12
日
㈯
、

11
月
16
日
㈯
、
30
日
㈯
（
全
７
回
）
▼

৔
ॴ
／
清
亀
園
▼
ఆ
һ
／
各
日
先
着
15

人
▼
࣋
ち
物
／
白
ソ
ッ
ク
ス
、
ハ
ン
カ

チ
、
持
ち
物
入
れ
な
ど
▼
අ
用
／
１
人

３
千
円
（
菓
子
代
・
抹
茶
代
の
７
回
分
）

▼
ਃ
し
ࠐ
み
／
７
月
４
日
㈭
ご
ろ
ま
で

大
日
本
茶
道
学
会
酒
田
支
部
、
石
垣 

☎
０
９
０
‐３
３
６
２
‐８
２
２
３
ま
た

は
、
五
十
嵐 

☎
０
９
０
‐
３
１
２
２
‐

９
９
２
１

酒
田
ເ
の
۞
ָ 
ମ
ݧ
Π
ϕ
ン
τ

日
時
／
７
月
14
日
㈰
ừ
̍
ճ
໨
Ử
午
前

10
時
〜
正
午 

ừ
̎
ճ
໨
Ử
午
後
２
時
〜
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新刊紹介

西東社編集部／編
西東社

ཬࢁ食ಊ͕͑ڭるՌथͷ
ऩ֭ɾอଘɾྉཧɹおいしいϨγϐ���

一般図書

　梅、びわ、アボカド、
プルーン、オリーブ…。
庭木として植えている果
樹になった果実の収穫方
法や保存法、デザートや
料理のレシピを季節別に
紹介する。果樹や果実に
ついての役立ち情報や切
り方・皮のむき方なども
掲載。

吉田　桃子／著
講談社

̼̹̾ ̰

中高生向け

　毛深いのを見られるの
も嫌だし、それを剃って
いるせいでついたキズも
見られたくない。毛深い
ことをコンプレックスに
感じている中２の理沙が
本当の自分に出会うまで
の、ひと夏の青春を描く。

あくざわめぐみ／作・絵
教育画劇

お͹͚ͷϞοΫϯと
ͶっͪΎ し͏ΐ͏お͹͚

児童絵本

　暗い森に住んでいるお
ばけのモックンと仲間た
ち。ある日クモのボリス
が「人間界の太陽の真下
にいるねっちゅうしょうお
ばけ」について教えてく
れました。みんなは興奮
して…。©TRC

親子ふれあいサロン・
ぎゅっとサロンへどうぞ 【7月の予定】
問交流ひろば内、親子ふれあいサロン ☎26‐5613
　子育て世代包括支援センター「ぎゅっと」 ☎26‐4199

◆大型遊具保守点検・マット洗浄作業のため休館します。
　日時／7月9日㈫（親子ふれあいサロン2は通常通り開館します）
　問交流ひろば内、親子ふれあいサロン ☎26‐5613、子育て世代包括支援センター「ぎゅっと」 ☎26‐4199

期　日 時間・場所 内　容 対象・定員 申し込み

7／3㈬
10:30～12:00
親子ふれあい
サロン2

「おおきくな～れ」
身長・体重測定

就学前児童
と保護者
定員なし

当日会場へ7／4㈭
～5㈮

11:00～11:20
親子ふれあい
サロン1

「プレイランド」
―きらきら七夕まつり―
みんなで一緒にきらきら七夕
飾りを作ろう！

7／10㈬
10:30～11:00
親子ふれあい
サロン2

「おはなしひろば」
絵本の読み聞かせ

7／5㈮
10:30～11:30
松山子育て支援セ
ンター

「ぎゅっとサロン」
子育て中のママやパパのお
しゃべりを楽しもう！

子育て中
妊娠中の方
10人（組）

ぎゅっとへ

7／17㈬
10:30～11:30
交流室
（交流ひろば内）

「ぷちカフェ」
フレッシュジュースでリフレッ
シュ！　講師／西村蘭子氏 

就学前児童
と保護者
15組

7／5㈮
9:30～

7／30㈫
10:00～12:30
クッキングスタジ
オ（交流ひろば内）

「シェフと作ろう本格ハンバー
グ」
講師／阿部三喜夫氏

小学生10人 7／16㈫
9:30～

8／4㈰
10:30～11:30
工作室
（交流ひろば内）

｢わんぱく広場｣（小学生対象）
―つくってあそぼう―
講師／宮田浩一氏

小学生20人 7／19(金)
9:30～ 酒田市からのさまざまな

情報をお知らせします。
［月曜～金曜日］
午前8時～、午後0時20分～
［金曜日］
午後5時45分～

ΠϯϑΥϝʔγϣϯ͔ͨ͞

ى͕֐ࡂ っͨ͜Β
酒田エフエム
放送で
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虐待かもと思ったら…
すぐにお電話をください
児童相談所や市相談窓口では、出産・
子育てに関する相談をなんでも受け
付けています。気になることはぜひ
ご連絡ください。

☎市相談窓口電話番号

�������
☎児童相談所全国共通ダイヤル

���  いちはやく
◆連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。
◆ 全国共通ダイヤルはお住まいの地域の児童相
談所につながります。

眠れない…は
心のSOS ― 一人で悩まず相談を ―

市健康課 ☎24-5733
八幡総合支所
　　地域振興課 ☎64-3113
松山総合支所
　　地域振興課 ☎62-2611
平田総合支所
　　地域振興課 ☎52-3911
庄内総合支庁地域保健福祉課
☎0235-66-4931
◆平日の午前8時30分～

午後5時15分

こころの相談窓口

酒田市休日診療所  7月の診療日

7月の診療日は、7日㈰、14日㈰、
15日㈷、21日㈰、28日㈰です。
※急病や軽いけがのときにおいでください。
※保険証を忘れずにお持ちください。

診療受付時間／午前8時30分～11時30分、午後1時～4時30分
（ただし、午前11時30分～午後1時でも急患は受け付けます）
場所／市民健康センター別館（船場町二丁目1-31）
電話／21‐5225（受付時間中のみ）
平日の問い合わせ／市健康課健康係 ☎24‐5733
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7月の各種相談　ひとりで悩まずにご相談ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆祝日の相談は事前に問い合わせてください。
項　目 日　時 場所／問い合わせ

市民生活相談
月～金曜日／
8:30～17:15
（12：00～13：00を除く）

市役所2階、市民相談室
☎26-5760

消費生活相談 月～金曜日／
8:30～17:15

市役所2階、市消費生活センター
☎26-5761（消費生活）
☎26-6266（多重債務）

山形財務事務所
借金返済に関する
相談窓口

月～金曜日／
8:30～17:15
（祝日、年末年始除く）

山形市緑町2-15-3、山形財務事務
所1階理財課
［相談専用電話］☎023-641-5201

山形いのちの電話 年中無休／
13：00～22：00

（社福）山形いのちの電話
☎023-645-4343

人権相談
（人権擁護委員駐在日）

月・木曜日／
9:00～16:00

山形地方法務局酒田支局
☎25-2221

人権・行政相談

9日㈫、23日㈫／
9:30～12:00（人権）
2日㈫、16日㈫／
13:30～15:00（行政）

市役所2階、市民相談室
☎26-5760

10日㈬／
9：00～12:00

ひらたタウンセンター
☎52-3910

17日㈬／
13：30～15:00

松山健康福祉センター
☎62-2611

女性のための相談 月～金曜日／
9:00～16:00

交流ひろば1階 市男女共同参画
推進センター ウィズ
☎26-5616

年金受給相談
月曜日／8：30～19：00 
火～金曜日／8：30～
17：15（年末年始除く）

街角の年金相談センター酒田
☎22-4554
電話での相談は鶴岡年金事務所
☎0235-23-5040

交通事故相談 月～金曜日／
9:00～16:00

山形県交通事故相談所庄内支所
（庄内総合支庁内）
電話相談可。無料弁護士相談もあ
ります。☎0235-66-5452

教育相談
月～金曜日／
9:30～18:00
土曜日／
9：30～12：30

総合文化センター2階、教育相談室
70120-783-042
*soudan@sakata.ed.jp
（予約受付のみ）

項　目 日　時 場所／問い合わせ

青少年相談 月～金曜日／
9:30～16:30

総合文化センター1階、市青少年
指導センター ☎24-2901

心配ごと相談 2日㈫、16日㈫、30日㈫
／9:00～12:00

地域福祉センター（新橋二丁目
1-19） ☎23-5765

生活困窮者
自立支援相談

月～金曜日／
8：30～17：15
（祝日、年末年始除く）

生活自立支援センターさかた（地
域福祉センター内）☎25-0350 
FAX24-6299
*jiritsu@sakata-shakyo.or.jp

若者の就職・転職・
仕事の悩み相談

月～金曜日／
10：00～18：00

山形県若者就職支援センター・庄内
地域若者サポートステーション（中
町庁舎2階） 70120-219-766

内職の相談 月～金曜日／
9：00～16：00

市役所6階、市商工港湾課
☎26-5757

労働相談
（社会保険労務士駐在日）

原則金曜日／
13：00～16：30

庄内総合支庁地域産業経済課
☎0235-66-5491

身体障がい者
更生相談

第2・第4水曜日／
13:00～15:00

市身体障害者福祉センター
☎26-3715

精神保健福祉相談
3日㈬／10：00～12：00
（7月1日㈪まで要予約）
◆次回は8月5日㈪。

酒田農業技術普及課
（若浜コミセン東隣）
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

女性の健康相談 月～金曜日／
8:30～17:15

庄内保健所子ども家庭支援課相
談室（庄内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-5653

ひきこもり相談 23日㈫／13:30～15:30
（要予約）

庄内保健所地域保健福祉課相談
室（庄内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

エイズ・梅毒・性器
クラミジア感染症、
Ｂ型肝炎およびC型
肝炎個別相談・検査

［相談］月～金曜日／
8：30～17：15
［検査］毎週火曜日／
9：20～12:00（要予約）

庄内保健所保健企画課健康相談
室（庄内総合支庁2階）
問庄内保健所 ☎0235-66-4920

結婚に関する相談
月～金曜日／
9：00～16：00
第1・第３木曜日／
14：00～21：00（要予約）

交流ひろば1階 市結婚サポート
センター ☎26-5670

外国出身者のため
の相談

月～金曜日／
9：00～16：00
（外国語の相談は要予約）

交流ひろば2階 市国際交流サロ
ン ☎26-5615
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持続可能な庄内地域の
未来に向かって

　庄内・遊佐太陽光発電所の売電利益
を、庄内地域の持続可能な地域づくり
に活用するため、本市、遊佐町、生活協
同組合庄内親生会、生活クラブ事業連
合生活協同組合連合会、㈱庄内自然エ
ネルギー発電の5者が、共同宣言およ
び協定締結を行いました。

5/30

文化芸術活動に参加しやすい
街を目指して

　酒田市文化のまちづくり市民会議が
総合文化センターで行われ、仙南芸術
文化センター前館長 水戸雅彦氏によ
る講演や、文化芸術活動に参加しやす
い街にするためにはどうしたらよいか
を考えるワークショップが行われまし
た。

6/15

幽玄の世界

　第38回花の能 羽州庄内松山城薪能
が松山農村環境改善センターで開催さ
れ、子ども狂言「盆山」、狂言「千鳥」、能
「竹生島」が上演されました。訪れた観
客は、幽玄の世界に見入っていました。

6/8

夜半に大きな揺れ

　6月18日午後10時22分ころ、山形
県沖を震源とするマグニチュード6.7
（暫定値）の地震が発生し、本市は震度
5弱を観測。災害対策本部が設置され、
被害状況などの情報収集や避難所開設
などの対応にあたりました。

6/18

きれいに咲くといいな

　酒田東ロータリークラブより飯森山
公園のアジサイ園に40株のアジサイ
の苗が寄贈されました。寄贈されたア
ジサイの苗は、十坂保育園の園児たち
が一緒に植樹しました。

6/8

安心安全のため連携強化

　複雑多様化する災害から住民の安全
を確保することを目的に、山形県消防
防災航空隊と酒田地区広域行政組合消
防本部との合同訓練が最上川河川公園
周辺で実施され、隊員投入訓練などが
行われました。

6/18
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貴重な対談

　本市名誉市民であり世界的オペラ歌
手 市原多朗氏と、藤原歌劇団で故五十嵐
喜芳氏の監督付きとして日本のオペラ
界を支えられた椿照子氏の対談が行わ
れ、観客は貴重な対談に耳を傾けてい
ました。

5/26

お口を健康に

　酒田地区歯科医師会が主催するデン
タルフェア2019が市民健康センター
で開催されました。訪れた市民は、歯科
健診や歯と口腔の健康相談、ブラッシ
ング指導などを受け、歯と口腔の健康
について学びました。

6/9

バスの利便性を体験

　るんるんバスの乗り方ツアーが開催
され、上安町自治会から12人が参加し
ました。参加者は最寄りのバス停から
さかた海鮮市場へるんるんバスで移動。
買い物、昼食の後、るんるんバスで帰宅
するコースを体験し、公共交通機関の
利便性を体験しました。

5/30

私たちがもてなします

　クルーズ船で酒田を訪れる外国の方
をおもてなしするため、高校生を対象
に酒田の観光や外国人とのコミュニケ
ーションを学ぶ高校生インバウンドお
もてなし研修会を開催しました。研修
会に参加した生徒たちは、今後外国語
サポーターとして活動する予定です。

6/14

大物を狙って

　升田地区前ノ川で第18回鳥海山前
ノ川釣り大会が開催されました。初心
者から釣り名人まで63人が全国から
集まり、渓流釣りを楽しみました。

5/26

旬の花苗、植木がいっぱい

　平田イベント広場で第30回ひらた
植木まつりが行われました。訪れた市
民などは、たくさんの種類の植木や花
の苗の中から目当ての物を購入したり、
コンテナガーデン講習会や木工クラフ
ト教室などに参加していました。

6/14、15、16

あの日あの時の気になるニュースや 明るい話題を振り返ります
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こ
の
あ
い
だ
４
歳
に
な
る
マ
ー

ち
ゃ
ん
が
「
マ
マ
、
な
つ
か
し

い
」
と
話
し
か
け
て
き
ま
し
た
。

「
な
つ
か
し
い
？
」
マ
マ
は
、
言

い
間
違
え
を
し
て
い
る
の
か
と
思

い
「
さ
び
し
い
っ
て
い
う
こ
と

か
な
？
」
と
尋
ね
て
み
ま
し
た
が
、

ど
う
も
違
う
よ
う
で
す
。

　

し
ば
ら
く
し
て
マ
マ
は
ハ
ッ
と

気
づ
き
ま
し
た
。
そ
う
言
え
ば

さ
っ
き
パ
パ
と
部
屋
の
片
付
け
を

し
て
い
た
と
き
、
マ
ー
ち
ゃ
ん
が

ま
だ
１
、２
歳
こ
ろ
の
ア
ル
バ
ム

が
出
て
き
て
、思
わ
ず
２
人
で「
わ

あ
、
な
つ
か
し
い
ね
」「
こ
ん
な

と
き
あ
っ
た
ね
。
な
つ
か
し
い
」

と
「
な
つ
か
し
い
」
を
連
発
し
た

の
で
す
。
そ
ば
に
い
た
マ
ー
ち
ゃ

ん
は
、
そ
の
会
話
を
聞
き
、
マ
マ

と
パ
パ
が
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
写

真
に
見
入
っ
て
い
る
の
を
き
っ
と

見
て
い
た
ん
で
す
ね
。

　

ど
う
や
ら
マ
ー
ち
ゃ
ん
は
、
マ

マ
や
パ
パ
の
様
子
や
「
マ
ー
ち
ゃ

ん
は
か
わ
い
い
」
と
言
わ
れ
た
経

験
な
ど
、
自
分
が
知
っ
て
い
る

事
柄
を
関
連
づ
け
て
「
な
つ
か
し

い
」
は
「
か
わ
い
い
」
っ
て
い
う

こ
と
ら
し
い
と
理
解
し
た
よ
う
で

す
。
そ
し
て
早
速
使
っ
て
み
た
と

い
う
わ
け
で
す
。

　

今
、
子
ど
も
の
周
囲
は
テ
レ
ビ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
な
ど

多
様
な
映
像
や
音
で
あ
ふ
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
言
葉
が
い
き
か
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
こ
う
し
た
言
葉
が
、

子
ど
も
の
言
葉
の
発
達
を
促
す
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
乳
幼
児
の

映
像
の
視
聴
時
間
と
言
葉
の
発
達

の
関
係
を
追
っ
た
心
理
学
の
研
究

で
は
、
視
聴
時
間
が
少
な
い
子
ど

も
の
方
が
、
言
葉
の
発
達
が
進
ん

だ
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

時
に
マ
ー
ち
ゃ
ん
の
よ
う
な
誤

解
も
生
じ
ま
す
が
、
子
ど
も
は
身

近
な
人
と
の
顔
を
合
わ
せ
た
や
り

取
り
の
な
か
で
、
自
分
の
経
験
と

関
連
付
け
な
が
ら
豊
か
な
言
葉
の

世
界
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。
家
庭

で
交
わ
さ
れ
る
何
気
な
い
会
話
を

大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。

Ϛ
Ϛ
ỏͳ
ͭ
͔
͠
͍

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

⹂
市
子
ҭ
て
ࢧ
ԉ
՝
こ
ど
も
ࢧ
ԉ
 ܎

ὸ
̎
̒
ổ
̑
̓
̏
̑

東北公益文科大学名誉教授

國眼 眞理子 先生第110回

玉
こ
ん
に
ゃ
く

材料［作りやすい分量］

作り方

ࡇ　
り
΍
؍
ޫ
஍
な
ど
、
人
の
ू
ま
る
と
こ
ろ
で
ച
ら

れ
て
い
る
ۄ
こ
ん
に
Ỵ
く
は
ࢁ、
ܗ
の
ڷ
౔
ྉ
ཧ
で
す
。

ී
通
の
こ
ん
に
Ỵ
く
に
ൺ
΂
、
ܗ
が
ؙ
い
の
が
ಛ
௃
。

し
Ỷ
う
Ώ
΍
酒
で
ຯ
෇
け
し
た
だ
し
に
ೖ
れ
て
大
ು
で

ࣽ
た
も
の
に
か
ら
し
を
ృ
っ
て
৯
΂
る
の
が
ス
タ
ン

μ
ồ
υ
で
す
。

玉こんにゃく………600㌘
　　しょう油………50㏄
　　酒………………大さじ2
　　みりん…………大さじ2
　　砂糖……………小さじ1
水……………………250㏄
スルメ………………小1枚
ねりがらし…………お好みで

A

❶こんにゃくはさっと水洗いする。（アク抜
きが必要な場合は沸騰したお湯で2～3
分ゆでる。）
❷1センチ㍍程度に裂いたスルメ、Ａ、水
を①に加えて一度沸騰させる。沸騰した
ら弱火～中火で煮込み、こんにゃくに色
がついたら火を止めて冷ます。
❸②を再び火にかけ、こんにゃくが温まった
ら火を止める。
❹③を竹串に刺し、好みでからしを付ける。

಄ࠆᤨ߼ ߦ
๧ߺ߇し ㄟ ޕߔ߹ߺ

०
ͷ
食
ࡐ
Λ
࢖
っ
ͨ
ྉ
ཧ
Λ

�ञాࢢ食ੜ׆վળਪਐһ͕͝঺հ

vol.63
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酒田っ子 すくすく子育て／さかたの旬／サカタスタイル／キリヌキ！

取材中に出会った皆さんの素敵な笑顔や、美しい風景などをキリヌキ！

【撮影場所】
いか釣り船団出航式

 やまとさん のあさん じょうさん
兄ちゃんがんばれ！  唯さん 愛海さん 智也さん

長い間頑張って！

大瀧さんご家族
船を見に来たよ！

［第３回］女性が活躍できるまち、酒田！

　
こ
ん
に
ち
は
。公
益
大 

伊
藤
眞
知
子

ゼ
ミ
で
す
。皆
さ
ん
、楽
し
ん
で
仕
事
を

し
て
い
ま
す
か
？

　

酒
田
市
で
は
20
代
か
ら
30
代
の
女

性
の
82
㌫
が
働
い
て
い
る
と
い
う
デ
ー

タ
が
あ
り
、
こ
れ
は
全
国
的
に
み
て

も
高
い
割
合
で
す
。
そ
ん
な
中
、
酒

田
市
は
「
日
本
一
女
性
が
働
き
や
す
い

ま
ち
」
を
目
指
し
、
企
業
な
ど
と
連

携
し
て
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
酒

田
市
産
業
振
興
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
「
サ※

ン
ロ
ク
」
で
は
新
し
い
働
き

方
や
起
業
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。そ
の
中
で
も
、女
性
ス
タ
ッ

フ
が
中
心
と
な
っ
て
定
期
開
催
す
る

「
お
い
し
い
サ
ン
ロ
ク
女
子
会
」は
さ
ま

ざ
ま
な
職
種
の
人
た
ち
と
交
流
し
た

り
、
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
し
て
酒

田
で
働
く
女
性
に
話
を
聞
い
た
り
な

ど
「
働
く
」
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
楽
し

み
な
が
ら
考
え
、
つ

な
が
る
場
で
す
。
次

回
の
開
催
は
７
月
９

日
㈫
で
す
。
皆
さ
ん

参
加
し
て
み
て
は
？

　

私
た
ち
も
実
際
に

サ
ン
ロ
ク
を
訪
れ
て
み
て
、
仕
事
に
対

す
る
新
し
い
き
っ
か
け
や
、
自
分
の
好

き
な
こ
と
を
発
見
し
た
り
「
自
分
ら

し
く
働
き
た
い
」
と
い
う
思
い
を
一
緒

に
か
な
え
て
く
れ
た
り
す
る
場
所
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
学
生
と
し
て
就
職

活
動
の
際
や
、
自
分
の
視
野
を
広
げ

て
み
た
い
と
感
じ
た
と
き
に
、
ぜ
ひ
利

用
し
た
い
で
す
。

　

日
本
一
女
性
が
働
き
や
す
い
ま
ち
。

そ
れ
は
女
性
だ
け
で
は
な
く
、
男
性

も
働
き
や
す
い
ま
ち
、
そ
し
て
だ
れ

も
が
そ
の
人
ら
し
く
働
い
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

一
歩
踏
み
出
す
こ
と
で
、
あ
な
た
だ
け

の
新
し
い
働
き
方
を
発
見
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
人
ひ

と
り
が
自
分
ら
し
く
、
い
き
い
き
と

働
く
こ
と
で
酒
田
市
全
体
が
盛
り
上

が
っ
て
い
け
た
ら
い
い
な
、
と
思
い
ま

す
！

東
北
公
益
文
科
大
学
３
年　

阿
部
あ
す
か

大
山
ひ
な
こ

※2018年4月開設。2019年5月より中町庁舎。

▲第1回サンロク女子会



30

食べるって、おいしい！楽しい！とっても大事！

今
年
で
４
年
目
を
迎
え
る
ア
ラ
ン
マ
ー
レ
の
食
育
活
動
。

今
回
は
北
村
果
穂
選
手（
＃
１
）が
、
市
内
６
校
を
対
象
に
行
わ
れ
た
食
育
活
動
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

36
Vol.

V o i c e o f A r a n m a r e

―

ア
ラ
ン
マ
ー
レ
に
と
っ
て
食
育

活
動
と
は

北
村
／
チ
ー
ム
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
一

環
で
す
が
、
Ｐ
Ｒ
が
メ
イ
ン
だ
と

考
え
て
い
る
選
手
は
多
分
い
ま
せ

ん
。
私
た
ち
自
身
「
食
」
の
大
切

さ
に
つ
い
て
学
ぶ
い
い
機
会
に
な

っ
て
い
ま
す
し
、
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
る
こ
と
に
責
任
を
感
じ
て
や

っ
て
い
ま
す
。

―

ど
う
や
っ
て
準
備
し
て
い
る
？

北
村
／
子
ど
も
た
ち
が
イ
メ
ー
ジ

し
や
す
い
よ
う
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
作
っ
て
い
ま
す
。

練
習
後
や
休
日
な
ど
に
作
っ
て
い

ま
す
が…

久
し
ぶ
り
に
や
る
と
こ

う
い
う
の
も
楽
し
い

で
す
！

―
工
夫
し
た
こ
と
や
、

子
ど
も
た
ち
の
様
子

は
？

北
村
／
緊
張
し
た
り

恥
ず
か
し
が
っ
た
り

す
る
子
を
ど
う
や
っ

て
巻
き
込
む
か
、
み

ん
な
で
話
し
合
い
ま

し
た
。
低
学
年
の
子

は
最
初
か
ら
目
が
キ

ラ
キ
ラ
！
高
学
年
の

子
は
結
構
大
人
し
い

で
す
が…

給
食
食
べ

て
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

し
て
、
最
後
は
ノ
リ

ノ
リ
（
笑
）
ア
ラ
ン

マ
ー
レ
に
も
興
味
持

っ
て
く
れ
て
良
か
っ

た
な
〜
♪

―

最
後
に
、
酒
田
の
子
ど
も
た
ち

に
ひ
と
こ
と
！

北
村
／
お
い
し
い
お
米
と
一
緒
に

野
菜
も
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、
い
っ

ぱ
い
体
を
動
か
し
て
、
元
気
な
大

人
に
な
ろ
う
！
そ
し
て
、
私
た
ち

ア
ラ
ン
マ
ー
レ
の
こ
と
も
応
援
し

て
ね
！

が
、
市
内
６
校
を
対
象
に
行
わ
れ
た
食
育
活
動
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

伝
え
る
こ
と
に
責
任
を
感
じ
て
や

っ
て
い
ま
す
。

とっても

かわいいでしょ？

ちゃんと
伝わった
かな～？
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ボイス オブ アランマーレ／読者の声／編集後記

　読者の皆さんの「声」を掲載します。本紙の感想、酒田へ
の思い、身近な出来事、取り上げてほしい話題、紹介してほ
しい人などを、200字～300字程度でお寄せください。
　掲載された方にはささやかなプレゼントを差し上げます。

投稿方法／〒998‐8540（住所不要） 酒田市市長公室広報広聴係へ
FAX26‐3688  *koho@city.sakata.lg.jp
◆文面またはタイトルに「読者の声宛て」と明記してください。
◆スペースの都合で掲載できない場合もあります。
問市長公室広報広聴係 ☎26‐5706

　

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の
特
選
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
当
に
立
派
な

広
報
で
す
。
今
後
と
も
楽
し
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

（
市
外
在
住　

桜
子
さ
ん
）

　

写
真
を
ほ
め
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
い
写
真
を
撮
る
こ

と
が
で
き
る
の
も
、
酒
田
の
美
し
い
風

景
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。

　

北
前
船
寄
港
地
と
し
て
、
酒
田
が

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
当

時
か
ら
酒
田
に
は
関
西
か
ら
文
化
や

言
葉
が
伝
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ

し
て
最
上
川
を
通
じ
、
内
陸
地
方
か

ら
紅
花
や
食
べ
物
な
ど
も
流
通
し
て

い
た
は
ず
。
そ
の
経
路
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
の
「
お
し
ん
」
で
す
。

　

で
も
今
は
船
下
り
で
酒
田
ま
で
来

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
途
中
に
堰

な
ど
も
あ
り
ま
す
か
ら
。
何
と
か
工

夫
し
て
酒
田
に
。
内
陸
か
ら
海
ま
で

続
く
道
。
内
陸
、
庄
内
、
日
本
海
側

の
県
外
の
ま
ち
も
巻
き
込
ん
で
、「
酒

田
さ
行
ぐ
さ
げ
マ
メ
で
ろ
ち
ゃ
」
ツ

ア
ー
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
（
市
内
在
住　

女
性
）

　

北
前
船
は
往
時
、
日
本
海
側
の
各
港

に
多
く
の
富
を
も
た
ら
し
、
酒
田
に
運

ば
れ
た
も
の
は
最
上
川
を
通
じ
て
内
陸

に
。
そ
の
逆
に
紅
花
な
ど
は
最
上
川
か

ら
酒
田
へ
、
そ
し
て
上
方
へ
と
運
ば
れ

　
「
さ
か
た
」
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
鳥

海
山
が
あ
り
、
日
本
海
が
あ
り
、
お

い
し
い
食
材
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
、

う
れ
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
広
報

に
つ
い
て
き
た
は
が
き
の
写
真
を
見

て
そ
う
思
い
ま
し
た
。
県
外
の
友
人

や
取
引
先
に
よ
く
贈
り
物
を
し
ま
す

が
、
そ
の
と
き
、
こ
の
は
が
き
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
送
っ
て
い
ま

す
。
夏
に
は
、
日
本
一
周
の
お
客
さ

ん
が
よ
く
立
ち
寄
り
ま
す
が
、
広
報

や
「
さ
か
た
さ
ん
ぽ
」
な
ど
の
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
充
実
し
、
案
内
し

や
す
く
な
り
ま
し
た
。
広
報
の
表
紙

の
写
真
、
い
つ
も
素
晴
ら
し
い
で
す

ね
。
お
土
産
用
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
な

ど
に
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　
「
私
の
街
さ
か
た
」
７
月
１
日
号
の
表

紙
は
、
ア
ジ
サ
イ
の
花
の
上
で
空
を

見
上
げ
る
カ
エ
ル
。
日
和
山
公
園
で

出
会
っ
た
彼
（
彼
女
？
）
に
、
撮
影

チ
ー
ム
は
「
ジ
ョ
ー
ジ
」
と
名
前
を
つ

け
、楽
し
く
撮
影
し
た
そ
う
で
す
。「
ふ

ざ
け
て
い
る
」
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
撮
影
は
、
撮
ら
れ
る
方
も
撮
る

方
も
楽
し
く
や
る
の
が
一
番
。
両
者
の

信
頼
関
係
が
、
写
真
に
表
れ
る
の
で
す
。

す
ば
ら
し
い
演
技
で
こ
た
え
て
く
れ
た

ジ
ョ
ー
ジ
に
感
謝
で
す
。
あ
り
が
と

う
！
ジ
ョ
ー
ジ
！
（
笑
）

　

特
集
は
「
そ
う
だ
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
で
ど
っ

か
行
こ
う
！
」。
庄
内
―
成
田
間
に
就

航
す
る
Ｌ
Ｃ
Ｃ
に
つ
い
て
、
も
し
ぇ
の

ん
・
あ
の
の
ん
と
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

ボ
イ
ス
オ
ブ
ア
ラ
ン
マ
ー
レ
は
、
市

内
小
学
校
を
対
象
に
し
た
食
育
活
動
。

「
ち
ゃ
ん
と
伝
わ
っ
た
か
ど
う
か
不
安
」

と
思
っ
て
い
る
選
手
も
い
る
よ
う
で
す

が
…
大
丈
夫
! !
あ
ん
な
に
楽
し
く
て
た

め
に
な
る
授
業
が
子
ど
も
た
ち
の
心
に

残
ら
な
い
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
忙
し

い
中
、
酒
田
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
報
広
聴
係　

大
井
正
紀

編
集
長
の
ひ
と
り
ご
と

編
集   　

後
記

ま
し
た
。
昔
は
物
流
で
し
た
が
、
今
は

人
。
お
も
し
ろ
い
ア
イ
デ
ア
で
す
ね
！

　

広
報
、
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　

読
み
や
す
く
、
以
前
よ
り
も
お

し
ゃ
れ
な
感
じ
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

私
は
広
報
に
つ
い
て
く
る
写
真
の

は
が
き
を
使
い
、
遠
方
の
方
へ
手
紙

を
書
い
て
い
ま
す
。
酒
田
の
こ
と
を

あ
ま
り
知
ら
な
い
方
で
も
、
は
が
き

を
受
け
取
っ
た
と
き
に
、
酒
田
が
ど

ん
な
と
こ
ろ
か
想
像
で
き
る
よ
う
な

素
敵
な
写
真
だ
と
思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
た
く
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
愛

さ
れ
る
よ
う
な
広
報
づ
く
り
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
市
内
在
住　

Ｅ
ｍ
ｉ
ｌ
ｙ
さ
ん
）

　

は
が
き
に
は
、
広
報
担
当
で
撮
っ
た

写
真
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
昨
年
度
か

ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」
に

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
「
＃
酒
田
み
っ
け
」
を

つ
け
て
投
稿
さ
れ
た
作
品
も
使
用
し
て

い
ま
す
。
毎
月
「
月
間
酒
田
み
っ
け
大

賞
」
を
選
ぶ
コ
ン
テ
ス
ト
も
開
催
中
で

す
の
で
、
今
度
は
ご
自
分
の
写
真
を
投

稿
し
て
み
て
は
。



交通事故防止のための

心がけ心がけ心がけ心がけ心がけ心がけ
お
子
さ
ん
が
自
転
車
に

乗
る
と
き
は

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
さ
せ
ま

し
ょ
う

〒998-8540 山形県酒田市本町二丁目2番45号
☎0234-22-5111（代表）
FAX.0234-26-3688

酒田市役所

〒999-8292 酒田市観音寺字寺ノ下41番地
☎0234-64-3111（代表）
FAX.0234-64-3110

八幡総合支所

〒999-6861 酒田市字山田27番地の4
☎0234-62-2611（代表）
FAX.0234-62-2618

松山総合支所

〒999-6711 酒田市飛鳥字契約場30番地
☎0234-52-3111（代表）
FAX.0234-52-3116

☎0234-26-5706（直通）
FAX.0234-26-3688
　 koho@city.sakata.lg.jp

本紙に関するご意見、
ご要望をお寄せください。

平田総合支所

酒田市市長公室
広報広聴係

No.165

「みんなでうえたやさい おおきくなぁれ！」

子供の園　たかはし いっせい くん

問土門拳記念館 ☎31-0028

問酒田市美術館 ☎31-0095

土門拳
   鬼が撮った日本
　24歳で写真に出会った土門は、生涯さまざまなテーマに取り組
み多くの作品を残しました。「風貌」「古寺巡礼」「ヒロシマ」などよく
知られたものから一風変わった作品まで、同展では各テーマの作
品を紹介します。
　生誕110年を迎えた今年、土門拳とはどのような人物だったのか、
その作品からあらためて生涯をたどります。

トークイベント
弟子が語る土門拳

日　時／8月31日㈯午後2時～
語り手／堤勝雄
費　用／無料（入館料別途）

東
大
寺　

蓮は
す

（
１
９
６
７
）

本間ますみ「真鯛」 高橋みのる「ロボトンボ」

７月19日㈮～９月23日㈷ 会期中無休

午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）

大橋禾苗「神話のモティーフ」（部分）中村道雄「よだかの星」

入館料／一般430円、高校・大学生210円、中学生以下無料
　　　　◆20人以上団体割引有り

生誕110年

遊びごころの「か・た・ち」展
　紙、ペットボトル、木といった私たちの身近にある素材が、作家た
ちの驚異の「手技」によって、全く新しいアート作品に生まれ変わり
ます。
　「シャドーボックス」の日本での第一人者 大橋禾苗、数十種類の
木を使って1枚の絵「組み木絵」を創る中村道雄、現代のからくり
玩具作家 高橋みのる、使用済みのペットボトルを使って、美しい動
植物を創り出す本間ますみ。作家たちによる遊びごころあふれる
世界をお楽しみください。　◆関連企画は本紙11㌻を参照してください。 

会期中無休

7月21日㈰～9月1日㈰
午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）

一般900円、大学・高校生450円、中学生以下無料

観覧料

特別展

総
人
口
／
101,9

0
6
人　
世
帯
数
／
4
2
,12
9
（
＋
21）

［
2019年

7月
1日
発
行
］

発
行
／
酒
田
市
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刷
／
北
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刷
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式
会
社

［
令
和
元
年
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31日
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）内
は
対
前
月
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数
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人（

－2
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男
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人（
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女
酒
田
市
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人
口

N
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